
農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

l
l馬
場
元
二
・
東
井
正
美
両
教
授
の
「
平
均
原
理
」
的
所
説
の
検
討
を
中
心
に

1

1

一
は
じ
め
に

二
土
地
的
条
件
を
含
め
て
の
「
平
均
原
理
」
説
l
l馬
場
説
の
検
討
|
|

三
大
量
商
品
の
個
別
的
価
値
H

近
似
的
平
均
価
値
に
よ
る
市
場
価
値
の
「
平
均
原

理
」
的
把
握
|
|
東
井
説
の
検
討
|
|

む
す
び

四

は
じ
め
に

こ
の
小
論
は
、
マ
ル
ク
ス
地
代
理
論
の
展
開
の
基
礎
で
あ
る
、
地
代
を

生
ず
る
生
産
物
ハ
土
地
生
産
物
、
そ
の
典
型
例
・
代
表
例
と
し
て
の
農
産
物
あ
る

い
は
穀
物
〉
の
価
値
目
市
場
価
値
ま
た
は
市
場
生
産
価
格
の
規
定
を
い
か
に

把
握
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
を
も
っ
ぱ
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
六
篇
「
超
過
利
潤
の
地
代
へ

の
転
化
」
に
お
い
て
地
代
法
則
が
究
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る

商
品
〈
農
産
物
)
の
平
均
的
市
場
価
格
は
最
劣
等
地
ー
ー
ま
た
は
最
劣
等

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

河

新

野

な
生
産
性
の
追
加
投
資
ハ
差
額
地
代
第
二
形
態
の
場
合
v
l
l
t
の
生
産
物
の
個

別
的
生
産
価
格
ハ
絶
対
地
代
を
捨
象
し
た
差
額
地
代
論
の
段
階
〉
も
し
く
は
個

(

1

)

 

別
的
価
値
(
絶
対
地
代
論
の
段
階
〉
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
@

す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
は
差
額
地
代
表
I
(基
本
表
)
の
説
明
に
さ
い
し

て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
四
つ
の
土
地
種
類
A
・

B
・
C
-
D
を
想
定
し
よ
う
@
さ
ら
に
小
麦

一
ク
オ
ー
ダ
ー
の
価
格
を
三
ポ
ン
ド
、
す
な
わ
ち
六

0
シ
リ
ン
グ
と
想
定

し
よ
う
@
地
代
は
単
な
る
差
額
地
代
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
一
ク
オ
ー
ダ
ー

当
た
り
六

0
シ
リ
ン
グ
と
い
う
価
格
は
、
最
劣
等
地
で
は
生
産
費
に
等
し

い
Q

す
な
わ
ち
、
資
本
・
プ
ラ
ス
・
平
均
利
潤
に
等
し
い
@
/
A
は
こ
の

最
劣
等
地
で
あ
っ
て
、
五

0
シ
リ
ン
グ
の
投
下
で
一
ク
オ
ー
ダ
ー
六

0
シ

リ
ン
グ
:
:
:
つ
ま
り
、
一

0
シ
リ
ン
グ
ま
た
は
二

O
%
の
利
潤
で
あ
る
」

〔
『
資
本
論
』
第
三
巻
ハ
大
月
書
庖
全
集
版
第
二
五
巻
〉
八
四
一
ペ
ー
ジ
。
ヴ
ェ
ル
ケ
版

原ぺ
l
ジ
六
六
五
。
以
下
本
書
を
K
Eと
略
記
し
、
原
ペ

i
ジ
の
み
記
す
〕

四
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地

クオート| シリング 17ォータ 11シリング

潤

1
i
O
4

『
u
s
a胃

生

計

土地種類

A

B

C

D

 
10 

ま
た
A
地
(
最
劣
等
地
〉

1

D
地
(
最
優
等
地
)
の
種
々
の

耕
作
序
列
に
つ
い
て
、
抽
象
的

に
は
(
ま
た
現
実
に
も
)
序
列

は
下
降
順
序

(
D
地
↓
A
地〉、

上
昇
順
序

(
A
地
↓

D
地
)
お

よ
び
交
錯
し
た
順
序
の
い
ず
れ

で
も
あ
り
う
る
こ
と
を
述
べ
た

あ
と
で
、
「
ど
ち
ら
の
場
合
に

も
、
前
提
は

C
と
D
は
そ
れ
ぞ

れ
一
ク
オ
ー
ダ
ー
当
た
り
二

0

シ
リ
ン
グ
及
び
一
五
シ
リ
ン
グ

の
現
実
価
値
で
生
産
し
た
の
だ

が、

A
の
生
産
す
る
一
ク
オ
ー

ダ
ー
の
供
給
が
相
変
わ
ら
ず
、

総
需
要
を
充
た
す
た
め
に
必
要

な
の
で
、
市
場
価
格
は
相
変
わ

ら
ず
六

0
シ
リ
ン
グ
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
」

(
K
E
六
六
七
〉

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
最
劣
等
地
A
の

個
別
的
生
産
価
が
市
場
生
産
価

格
に
等
し
い
、
「
地
代
を
生
ま

ノ」
口

四

な
い
最
劣
等
地
の
生
産
価
格
は
ね
に
規
制
的
市
場
価
格
で
あ
る
@
」
ハ
K
E

六
七
一
)
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
そ
う
な
の
か
と
い
う
た
ち

い
っ
た
説
明
は
そ
こ
で
直
接
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
で
あ

ろ
う
か
、
最
劣
等
地
が
農
産
物
の
市
場
価
値
ま
た
は
市
場
生
産
価
格
の
調

節
地
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
マ
ル
ク
ス
批
判
の
諸
家
は
一
面
的
じ
「
限

界
涼
渇
」
と
と
ら
え
て
、
マ
ル
ク
ス
価
値
論
に
お
け
る
地
代
論
以
前
の

「
平
均
原
理
」
と
地
代
論
に
お
け
る
「
限
界
原
理
」
と
の
間
に
矛
盾
を
見

向
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
破
綻
・
勝
壊
で
あ
る
、
と
批

(
2
)
 

判
し
た
@
諸
家
の
マ
ル
ク
ス
批
判
を
契
機
に
地
代
論
論
争
が
ー
ー
は
じ
め

は
マ
ル
ク
ス
批
判
家
に
対
す
る
擁
護
者
の
反
批
判
と
し
て
、
の
ち

ιは
擁

護
者
内
部
で
|
|
昭
和
初
期
以
来
、
戦
時
下
の
不
幸
な
中
断
を
経
て
戦
後

(
3
)
 

新
た
な
論
点
も
加
え
ら
れ
て
、
展
開
さ
れ
て
き
た
@

「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
解
明
を
中
心
と
す
る
地
代
論
論
争
の
展
開

は
、
と
く

ι戦
後
の
論
争
に
お
い
て
、
価
値
論
・
市
場
価
値
論
と
の
闘
連
が

強
く
意
識
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
の
聞
で
の
論
争
・
相
互

批
判
の
展
開
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
価
値
論
・
地
代
論
把
握
が
深
め
ら
れ
今

日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
@
論
争
を
通
し
て
、
農
産
物

の
一
般
的
生
産
価
格
日
市
場
生
産
価
格
(
市
場
価
値
)
が
最
劣
等
地
の
平
均

資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
(
個
別
的
価
値
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
|
|
こ
の
こ
と
を
価
値
市
場
価
値
法
刻
の
「
偏
侍
」
と
す

る
理
解
と
「
貫
徹
」
と
す
る
理
解
と
の
相
違
を
残
し
つ
つ
|
|
は
「
限
界

(
4〉

原
理
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
表
示
す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
ほ
ぼ
共

通
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
、
馬



場
元
二
教
授
ほ
、
そ
れ
は
リ
カ
!
ド
流
の
「
限
界
原
理
」
に
ほ
か
な
ら
ず

マ
ル
ク
ス
の
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
し
て
、
「
平
均
原
理
」
に
よ
る
農

産
物
の
価
値
規
定
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
井
正
美
教
授
も
馬
場
教

授
と
は
異
な
る
論
拠
を
も
っ
て
「
平
均
原
理
」
的
に
理
解
す
べ
き
こ
と
を

説
か
れ
て
い
る
。
小
論
は
上
記
二
教
授
の
一
昨
説
の
検
討
を
通
し
て
マ
ル
ク

ス
地
代
論
に
お
け
る
農
産
物
価
格
(
価
値
)
論
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

課
題
と
す
る
@

ハ
1
)
農
産
物
の
平
均
的
市
場
価
絡
が
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
地
代
を
捨
象
し
た
差
額
地
代
論
の
段

階
で
も
一
定
の
条
件
ム
前
提
の
も
と
で
は
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
差
額
地
代
の

法
則
を
そ
れ
自
体
と
し
て
純
粋
に
把
握
す
る
た
め
に
資
本
に
属
す
る
諸
条
件
を

向
一
と
す
る
と
と
も
に
、
絶
対
地
代
の
条
件
で
あ
る
資
本
構
成
の
農
エ
間
相
違

(
農
業
資
本
の
低
位
性
)
を
捨
象
し
て
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
を
工
業
資
本
の

平
均
構
成
と
同
等
と
想
定
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
工
業
の
平
均
資
本
刊
社
会
的
平

均
資
本
が
農
業
に
投
下
さ
れ
た
と
い
う
想
定
ハ
こ
の
想
定
は
じ
っ
さ
い
差
額
地

代
論
で
マ
ル
ク
ス
が
と
っ
て
い
る
想
定
で
あ
る
〉
の
も
と
で
は
市
場
生
産
価
格

H
市
場
価
値
で
あ
る
。
司
資
本
論
』
第
一
ニ
巻
第
三
九
学
「
差
額
地
代
第
一
形
態
」

に
お
い
て
、
基
調
と
し
て
は
生
産
価
格
タ
l
ム
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
な
か
に
し

ば
し
ば
価
値
タ
l
ム
の
叙
述
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
右
の
よ
ラ
な
事
情
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
価
値
タ
1
ム
と
生
産
価
橋
タ
l
ム
の
併
存
は
理
論
上
の
混
乱

な
ど
で
は
決
し
て
な
い
。
な
お
本
稿
の
四
で
簡
単
に
論
及
す
る
。

ハ
2
〉
地
代
論
論
争
の
契
機
と
な
っ
た
土
方
・
二
木
・
高
田
氏
ら
諸
家
の
マ
ル
ク

ス
鉱
判
の
論
点
は
、
こ
の
ほ
か
、
差
額
地
代
を
生
ず
る
農
産
物
の
価
値
が
「
限

界
原
理
」
的
に
決
定
さ
れ
る
結
果
、
価
値
以
上
の
価
格
が
成
立
し
て
そ
こ
か
ら

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

支
払
わ
れ
る
差
額
地
代
は
価
値
の
実
体
を
欠
く
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
で
あ

り
利
余
価
値
で
は
な
い
、
と
い
う
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。

(

3

)

地
代
論
論
争
の
諸
論
点
を
合
む
概
要
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
以
下
の
文

献
を
参
照
。
山
田
勝
次
郎
『
地
代
論
論
争
批
判
』
ハ
同
友
社
、
一
九
四
八
年
三

月
)
、
『
地
代
論
』
(
岩
波
書
腐
、
一
九
五
七
年
五
月
〉
。
向
坂
逸
郎
『
地
代
論
研

究
』
(
改
造
社
、
一
九
四
八
年
二
月
、
社
会
主
義
協
会
出
版
局
、
一
九
七
七
年

二
月
〉
。
最
近
の
研
究
・
論
争
の
サ
i
ヴ
ェ
イ
と
し
て
は
以
下
の
二
文
献
を
あ

げ
る
に
と
ど
め
る
。
佐
藤
金
三
郎
他
編
『
資
本
論
を
学
ぶ

V
』
ハ
有
斐
関
、

一
九
七
七
年
一
二
月
)
お
よ
び
久
留
島
陽
三
・
保
志
絢
・
山
田
喜
忘
夫
編
『
資
本

論
体
系
第
七
巻
地
代
・
収
入
』
(
有
斐
閣
二
九
八
四
年
五
月
〉
所
収
の
諸
論
稿
。

ハ
4
〉
「
平
均
原
理
」
・
「
限
界
原
理
」
な
る
周
藷
は
「
元
来
俗
流
学
派
の
創
始
に

掛
る
」
も
の
で
「
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
っ
て
は
決
し
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
」

(
川
島
哲
郎
「
絶
対
地
代
の
運
動
理
論
」
『
経
済
学
雑
誌
』
第
一
二
巻
六
号
、
一

九
四
八
年
十
二
月
、
ニ

0
ペ
ー
ジ
〉
も
の
で
あ
る
が
、
「
注
意
深
く
使
用
さ
れ

る
か
ぎ
り
表
現
上
の
便
宜
詮
あ
た
え
る
」
(
飯
田
繁
「
社
会
的
価
値
の
『
平
均

原
理
』
と
『
限
界
原
理
』
」
同
上
誌
第
一
八
巻
二
号
、
一
九
四
入
年
二
月
、

九
ペ
ー
ジ
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
土
地
生
産
物
の
価
値
規
定
を
た
ん
に
「
限
界
原

理
」
と
す
る
の
は
不
正
確
で
あ
り
不
適
切
で
あ
る
。
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
の

み
「
限
界
」
的
で
あ
る
こ
と
を
国
明
示
す
る
た
め
に
「
土
地
的
条
件

n
限
界
原

理
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
行
論
中
に
論
及
さ
れ
よ
う
。

|土
地

馬 的
場 条
説 件
のを
検含
討め

|てσ〉
一「
孟子

均
原
王里
L一

説

馬
場
元
二
教
授
の
論
文
「
『
地
代
論
論
争
』
批
判

i
l
『
限
界
原
理
』

一
四
三



立
教
経
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学
研
究
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三
八
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四
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八
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の
終
罵
1
『
平
均
原
理
』
の
復
位
1
1
1
」
(
札
幌
大
学
『
経
済
と
経
営
』
第
一
一
ニ

巻
第
三
号
、
一
九
八
二
年
一

O
月
)
は
「
農
産
物
の
市
場
価
値
は
『
平
均
原
理
』

に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
地
代
に
転
化
せ
ら
れ
る
超
過
利

潤
は
、
他
の
生
産
部
商
に
お
け
る
そ
れ
と
同
一
の
法
則
に
よ
っ
て
成
立
す

る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
L

す
る
こ
と
を
課
題
と
さ
れ
つ
二
ペ
ー

ジ
。
以
下
馬
場
論
文
と
略
記
す
る
〉
、
農
産
物
価
値
規
定
の
通
説
的
把
握
〈
教

授
は
そ
れ
を
「
限
界
原
理
」
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
)
に
対
す
る
批
判
を

通
し
て
果
た
さ
れ
よ
、
7
と
す
る
。

馬
場
教
授
の
通
説
に
対
す
る
批
判
は
、
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
地
代
論
理

解
に
お
け
る
「
限
界
原
理
」
的
把
握
は
リ
カ

i
ド
の
「
限
界
原
理
」
と
同

一
の
も
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
「
批
判
し
去
ら
れ
た
」
も
の
で

マ
ル
ク
ス
の
も
の
で
は
な
い
、
第
二
、
レ

i
ニ
ン
の
「
土
地
経
営
の
独
占
」

を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
カ
!
ド
の
限
界
原
理
と
は
異
な
る
と
し
て

も
「
土
地
経
営
の
独
占
」
は
資
本
の
競
争
を
妨
げ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
農
産
物

の
市
場
価
値
規
定
に
工
業
主
産
物
の
市
場
価
値
規
定
(
「
平
均
原
種
」
〉
と

の
本
質
的
区
別
・
偏
侍
(
「
限
界
原
理
」
)
を
お
し
つ
け
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
、
し
た
が
っ
て
第
三
に
、
農
産
物
の
市
場
価
値
は
土
地
的
条
件
を
も

含
め
た
会
生
産
条
件
の
平
均
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
教
授
の
通
説
批
判
の
第
一
の
論
点
、
通
説
は
リ
カ

l
ド
の
「
限

界
原
理
」
と
同
じ
も
の
で
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
批
判
し
去
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
う
主
張
を
検
討
し
よ
う
@

農
産
物
の
市
場
価
格
が
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
平
均
資
本
の
生
産
物

四
四

の
個
別
的
生
産
価
格
又
は
個
別
的
価
値
に
よ
コ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
事

態
を
、
通
説
で
は
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原
理
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
馬
場
数
設
は
こ
の
よ
う
な
把
握
に
対
し
て
、
「
価
値
と
生
産
価

格
を
混
同
し
て
同
一
視
し
た
り
カ

l
ド
が
、
民
家
劣
等
地
の
生
産
条
件
(
土

地
種
類
)
に
充
用
さ
れ
た
資
本
に
も
一
般
的
利
潤
率
が
成
立
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
に
舷
惑
さ
れ
て
、
農
産
物
の
市
場
価
値
が

『
限
界
原
理
』
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
と
見
倣
し
た
こ
と
は
当
然

の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
」
(
馬
場
論
文
五
三
ペ
ー
ジ
〉
に
し
て
も
、
価
値
と
生

産
価
格
と
の
「
相
違
と
そ
の
内
的
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ろ
今
日
の

マ
ル
ク
ス
経
済
学
会
に
お
い
て
、
い
ま
な
お
リ
カ

I
ド
同
様
の
推
論
が
支

配
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
」
ハ
同
上
U

と
み
て
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

教
授
は
、
わ
が
国
マ
ル
ク
ス
地
代
論
研
究
に
お
い
て
共
通
理
解
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
農
産
物
の
市
場
調
節
的
価
格
は
最
劣
等
地
に
投

下
さ
れ
た
平
均
(
標
準
)
資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
又
は
個
別

的
価
値
じ
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
す
る
理
解
!
i
|
そ
れ
は
価
値
法
則
の
偏

侍
(
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ

I
シ
ョ
ン
)
と
貫
徹
と
い
う
異
な
る
理
解
を
含
ん
で

い
た
1

1
は
リ
カ

l
ド
の
「
限
界
原
理
」
と
同
じ
も
の
だ
と
み
な
し
、
そ

し
て
こ
の
リ
カ

i
ド
の
「
限
界
原
理
」
そ
の
も
の
は
「
は
か
な
ら
ぬ
マ
ル

ク
ス
自
身
に
よ
っ
て
『
学
説
史
』
に
お
い
て
す
で
に
批
判
し
去
ら
れ
て
い

る
ほ
ど
に
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
で
な
(
い
)
」
(
向
上
ニ
七
ペ
ー
ジ
〉
と
し
て
、

『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
引
用
を
示
さ
れ
る
@

ま
ず
第
一
に
、
氏
は
リ
カ

l
ド
の
「
限
界
原
理
」
命
題
に
つ
い
て
の
叙

述
を
引
用
し
、
次
い
で
マ
ル
ク
ス
の
批
判
を
対
置
す
る
@



す
な
わ
ち
、
「
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
交
換
価
値
は
町
:
・
最
も
不
利
な
事
情

の
も
と
で
生
産
し
つ
づ
け
る
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
産
に
必
然
的
に
充

用
さ
れ
る
、
よ
り
大
き
な
労
働
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
L

ハ
リ
カ
i
ド
『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』
岩
波
文
庫
版
小
泉
信
三
訳
上
巻

六
二

t
六
三
ペ
ー
ジ
)
こ
れ
に
対
置
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
の
主
旨
は
、

特
定
生
産
部
商
の
商
品
の
価
値
は
、
こ
の
生
産
部
商
に
属
す
る
商
品
の
全

量
、
総
額
を
生
産
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
面
内
の
個
々
の
生
産
者
ま
た
は
資
本
家
に
と
っ
て

必
要
と
さ
れ
る
特
殊
な
労
働
量
(
労
働
時
間
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で

は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
平
均
的
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
量
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
同
一
部
面
内
の
生
産
諸
条
件
の
う
ち
で
ど
の
部
類

が
平
均
価
値
を
確
定
す
る
の
に
決
定
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
、
り

の
部
類
の
比
例
的
関
係
す
な
わ
ち
組
合
せ
に
よ
る
、
と
い
う
内
容
の
も
の

で
あ
る
〔
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
二
分
冊
、
マ
ル
・
エ
ン
全
集
(
大
月
書
庖
)
第

二
六
巻
第
二
分
冊
、
一
二
ハ
四

t
二
六
五
ペ
ー
ジ
(
原
ペ
!
ジ
、
ニ

O
一
t
二
O
二〉。

以
下
本
書
か
ら
の
引
用
は
略
号
と
ヴ
エ
ル
ケ
版
べ

I
ジ
め
み
(
円
山

E
二
O
一、
t
二
O

ニ
)
の
よ
う
に
記
す
uo

こ
の
点
に
疑
同
の
余
地
は
な
い
@
マ
ル
ク
ス
は
商
品
の
一
般
的
価
値
規

定
と
し
て
の
リ
カ

i
ド
「
限
界
原
理
」
に
正
し
い
価
値
規
定
(
「
平
均
原

理
」
)
を
対
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
教
授
は
次
の
叙
述
を
リ
カ
!
ド
が
「
商
品
の
価
値
が
『
版
界
原

理
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
ゆ
え
ん
」
を
述
べ
た
も
の
と
し

て
引
用
し
、
同
様
に
マ
ル
ク
ス
の
批
判
的
叙
述
を
対
置
す
る
(
馬
場
論
文
一
一

農
産
物
の
市
場
伽
値
規
定
に
つ
い
て

七
t
二
八
ペ
ー
ジ
〉
。

一
ー
も
し
従
来
の
炭
坑
が
、
必
要
な
石
炭
量
を
供
給
す
る
の
に
不
十
分
だ

と
す
れ
ば
、
石
炭
価
格
は
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
@
そ
し
て
、
そ
の
騰
貴
は

新
じ
い
劣
等
な
炭
坑
の
所
有
者
が
、
そ
の
炭
坑
の
採
掘
に
よ
っ
て
資
本
の

通
常
利
潤
を
取
得
し
う
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
続
く
で
あ
ろ

う
。
:
・
:
し
た
が
っ
て
、
石
炭
の
価
格
を
規
制
す
る
の
は
、
つ
ね
に
最
も

豊
度
の
低
い
炭
坑
で
あ
る
よ
う
に
忌
わ
れ
る
G
:
:
:
ど
ん
な
場
合
に
も
、

価
値
は
、
地
代
を
負
担
せ
ず
に
採
掘
さ
れ
て
費
い
る
炭
坑
の
経
と
利
潤
と

を
支
払
う
に
足
り
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぞ
れ
ゆ
え
、
価
格
を

規
定
す
る
の
は
、
最
も
豊
度
の
低
い
炭
坑
で
あ
る
」
(
ワ
カ
l
ド
前
掲
書
、
下

巻
六
七

t
六
九
ペ
ー
ジ
、
傍
点
河
野
〉
。

こ
れ
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
の
次
の
叙
述
が
引
用
さ
れ
る
@

「
り
カ

l
ド
は
、
次
の
こ
と
1
1
1
す
な
わ
ち
、
門
新
し
い
鉱
山
が
、
そ

の
所
有
者
自
身
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
ま
で
採
掘
さ
れ
う
る
か
は
、
従
来

の
市
場
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
土
地
所

有
の
消
滅
し
た
事
情
の
も
と
で
は
、
〕
新
し
い
鉱
山
が
従
来
の
市
場
価
格

で
そ
の
採
掘
者
に
費
用
価
格
(
生
産
価
格
:
:
:
馬
場
)
を
も
た
ら
す
た
め

に
、
採
掘
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と

i
ー
か
ら
、
こ
の
費
用
価
格
こ
そ
が
市

場
価
格
を
規
定
す
る
の
だ
!
と
結
論
す
る
。
。
:
と
こ
ろ
が
、
劣
等
な

鉱
山
が
採
掘
さ
れ
る
こ
と
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
生
産
物
の
市
場
価
格

が
、
そ
の
所
有
者
自
身
に
よ
っ
て
採
掘
さ
れ
る
劣
等
な
鉱
山
費
の
用
価
格

よ
り
以
上
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
費
用
価
格
を
償
う
か
、

と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
@
:
も
ち
ろ
ん
、
最
劣
等
鉱
山
の
費
用
価
格

一
四
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
四
号
(
一
九
八
五
年
〉

は
、
そ
の
鉱
山
の
生
産
物
の
価
格
と
規
制
的
市
場
価
格
と
の
比
を
規
制

し
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
鉱
山
が
採
掘
さ
れ
う
る
か
い
な
か
を
決
定
す
る
も
の

で
あ
る
@
し
か
し
、
一
定
の
豊
府
民
の
土
地
ま
た
は
鉱
山
が
与
え
ら
れ
た
市

場
価
格
の
さ
い
に
耕
作
ま
た
は
採
掘
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
情

は
、
こ
の
土
地
ま
た
は
鉱
山
の
生
産
物
の
費
用
価
格
が
市
場
価
格
を
規
制

す
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
明
ら
か
に
な
ん
の
関
係
も
な
い
し
、
同
一
の
も

の
で
は
な
い
」
弓
剰
余
学
説
先
』
大
島
清
・
持
永
淑
訳
、
図
民
文
庫
5

二

O
O
l

ニ
O
一
ペ
ー
ジ
(
百

E
ゴ
二
ニ
八
1
=
一
三
九
)
。
門
〕
内
は
馬
場
教
授
の
引
用
で
は
脱

落
し
て
い
る
。
〕

馬
場
教
授
は
上
記
の
マ
ル
ク
ス
の
二
つ
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
「
以
上
の

『
限
界
原
理
』
批
判
を
一
べ
つ
し
た
だ
け
で
も
、
マ
ル
ク
ス
が
、
農
産
物

の
市
場
価
値
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
他
の
生
産
物
と
同
様
に
、
『
平

均
原
理
』

H

『
平
均
価
値
』
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
L

ハ
馬
場
論
文
二
八
ペ
ー
ジ
〉
と
さ
れ
、
そ
し
て
「
マ
ル
ク
ス
批
判
」
の
発
端

は
そ
も
そ
も
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
に
、
「
マ
ル
ク
ス
擁
護
者
」

は
、
そ
の
批
判
が
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
ど

こ
ろ
か
「
批
判
者
と
同
じ
く
マ
ル
ク
ス
理
論
を
誤
解
し
た
う
え
で
マ
ル
ク

ス
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
「
『
限
界
原
理
』
に
固
執
し
、
そ
の
実
り
な
き

彫
琢
に
怠
を
注
」
い
だ
の
だ
と
批
判
さ
れ
る
〈
同
上
〉
。

し
か
し
、
教
授
の
い
わ
れ
る
こ
と
は
た
だ
ち
に
首
肯
し
が
た
い
@
第
一

の
リ
カ

l
ド
の
「
限
界
原
理
」
命
題
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
批
判
は
、
商

品
価
値
の
一
般
的
規
定
の
問
題
で
あ
り
、
馬
場
教
授
が
一
一
言
わ
れ
る
よ
う
に

リ
カ
ー
ド
の
誤
っ
た
「
限
界
原
理
」
命
題
を
批
判
し
て
正
し
い
価
値
規
定
・

一
四
六

「
平
均
原
理
」
を
対
置
し
た
も
の
で
あ
る

Q

乏
が
、
第
二
の
リ
カ

1
ド
の

叙
述
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
批
判
を
も
っ
て
わ
が
国
地
代
論
研
究
に
お
け

る
通
説
的
理
解
令
官
以
劣
等
地
H
市
場
調
節
地
・
教
授
の
い
わ
れ
る
「
限
界

原
理
」
)
を
も
否
定
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
@

引
用
さ
れ
た
リ
カ

l
ド
の
叙
述
は
、
ス
ミ
ス
が
最
優
等
な
曲
一
一
品
度
の
鉱
山

が
市
場
規
制
的
な
場
合

!li
マ
ル
ク
ス
は
と
の
場
合
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ス

は
正
し
い
が
ス
ミ
ス
の
誤
り
は
こ
の
特
殊
な
市
場
の
組
合
せ
を
一
般
的
な

組
合
せ
と
断
定
し
た
点
に
あ
る
と
し
て
い
る

(
H
E
三
三
七
〉
l
iに
、
地

代
を
生
む
こ
と
が
で
き
ず
生
産
価
格
を
支
払
う
だ
け
の
劣
等
な
鉱
山
は
そ

の
所
有
者
に
よ
っ
て
の
み
採
掘
さ
れ
う
る
と
し
て
い
る
点
に
つ
き
、
ス
ミ

ス
を
非
難
し
て
、
こ
の
場
合
も
地
代
を
課
さ
れ
ず
に
生
産
価
格
を
償
う
こ

と
が
で
き
る
そ
の
よ
う
な
土
地
が
市
場
を
規
制
す
る
と
す
べ
き
だ
と
述
べ

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
は
最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地
と
な
る
こ
と
を

認
め
つ
つ
、
リ
カ
!
ド
が
つ
ね
に
、
ど
ん
な
場
合
に
も
最
劣
等
地
の
生
産

物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
価
値
を
規
制
な
い
し
規
定
す
る
(
周
知
の

よ
う
に
リ
カ

l
ド
ば
価
値
と
生
産
価
格
と
を
区
別
し
な
い
)
と
す
る
一
面

的
な
把
握
を
批
判
し
て
、
「
一
定
の
豊
度
の
土
地
ま
た
は
鉱
山
が
与
え
ら

れ
た
市
場
価
格
の
さ
い
に
耕
作
ま
た
は
採
掘
さ
れ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う

こ
と
と
、
「
こ
の
土
地
ま
た
は
鉱
山
の
費
用
価
格
が
市
場
価
格
を
規
制
す

る
と
い
う
こ
と
」
と
は
別
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

ぜ
よ
、
こ
こ
℃
マ
ル
ク
ス
は
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
が
最
劣
等
地
の
生

産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
し
て
中
位
な
い



し
平
均
的
な
部
類
の
土
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
す
な
わ
ち
平
均
価
値

(
資
本
的
条
件
は
標
準
的
な
い
し
平
均
的
と
し
て
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
劣
等
地
が
市
場
規
制
的
な
場
合
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
教
授
が
引
用

し
た
筒
所
に
す
ぐ
続
け
て
、
「
も
し
、
追
加
供
給
が
必
要
で
あ
る
か
、
ま
た

は
上
昇
し
た
市
場
価
値
の
も
と
で
も
そ
れ
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
最
劣

等
地
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
に
は
ま
た
絶
対

地
代
を
も
生
む
で
あ
ろ
う
@
ま
さ
に
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は

反
対
の
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
」

(
m
E三
三
九
)
と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
さ
き
の
リ
カ

l
ド
の
叙
述
が
引
用
さ
れ
る
前
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う

に
い
、
フ
。

「
リ
カ

l
ド
が
仮
定
し
て
い
る
の
は
下
降
線
で
あ
る
。
彼
の
仮
定
で

は
、
最
劣
等
地
は
最
後
に
耕
作
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
た
だ
追
加

需
要
が
最
後
に
耕
作
さ
れ
る
最
劣
等
地
か
ら
得
ら
れ
る
生
産
物
の
価
値
で

の
追
加
供
給
を
必
要
と
し
た
場
合
に
の
み
、
耕
作
さ
れ
る
(
前
提
し
た
場

合
に
)
の
で
あ
る
@
こ
の
場
合
に
は
、
最
劣
等
地
の
〔
生
産
物
の
〕
価
値

が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
。
上
昇
線
で
は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
は

(
リ
カ

i
ド
に
従
っ
て
さ
え
も
)
、
た
だ
、
よ
り
優
良
な
〔
土
地
〕
種
類

の
追
加
供
給
が
従
来
の
市
場
価
値
で
の
追
加
需
要
に
ち
ょ
う
ど
等
し
い
場

合
だ
け
で
あ
る
。
」

(
m
E一二三五
t
一
二
三
六
〉

こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
、
『
学
説
史
』
に
お
い
て
も
一
定
の
条
件
の

下
で
は
、
最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地
と
な
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
教

授
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
が
土
地
生
産
物
に
つ
い
て
も
全
て
の
個

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

別
的
価
値
の
「
平
均
価
値
」
で
も
っ
て
、
す
な
わ
ち
平
均
原
理
に
よ
っ
て

そ
の
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
は
明
瞭
だ
と
い
う
の
は
、

誤
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地
と
な
る
の
は
、
優
等
地
に
よ
る
追
加
供
給
が

追
加
需
要
に
等
し
い
場
合
、
追
加
需
要
が
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
で
の

追
加
供
給
を
必
要
と
す
る
(
す
な
わ
ち
優
等
地
は
追
加
需
要
に
応
じ
ら
れ

な
い
)
場
合
で
あ
る
。
こ
の
点
別
の
箇
所
で
は
「
新
た
な
違
っ
た
部
類
ー
ー
ー

そ
の
豊
度
が
よ
り
高
か
ろ
う
と
よ
り
低
か
ろ
う
と
i
l
|
の
自
然
要
因
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
供
給
は
、
追
加
需
要
に
等
し
い
だ
け
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
需
要
供
給
関
係
に
は
な
ん
の
変
動
も
ひ
き
起
こ
さ
ず
、
し
た
が
っ

て
ま
た
、
供
給
が
よ
り
安
い
費
用
で
補
充
さ
れ
え
な
い
で
、
よ
り
大
き
な

費
用
で
し
か
補
充
さ
れ
え
な
い
場
合
に
だ
け
、
市
場
価
値
そ
の
も
の
の
変

動
を
ひ
き
起
こ
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
必
要
な
生
産
物
量
の
一
部
分
を
供
給

す
る
最
劣
等
地
が
、
上
昇
線
で
も
下
降
線
で
も
、
市
場
価
値
を
規
定
す
る

と
い
う

(
m
E
二
七
O
I
二
七
二

V

右
の
前
提
を
『
資
本
論
』
で
は
端
的
に
「
総
生
産
物
の
増
大
に
総
需
要

が
歩
調
を
合
わ
せ
て
行
く
」

(
K
E
六
七
O
)
と
述
べ
て
い
る
@
土
地
生
産

物
に
つ
い
て
需
給
の
一
致
を
前
提
な
い
し
想
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
以
上

の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
円
学
説
史
』
に
お
け
る
地
代
表
を
み
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
が
馬
場
教
授
が
い
わ
れ
る
意
味
で
の
「
平
均

価
値
」
に
よ
っ
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
市

場
価
値
の
規
定
に
関
す
る
部
分
の
み
簡
単
に
摘
記
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り

一
四
七
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『剰余価値学説史』の地代表
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で
あ
る
。
(
第
一
二
章
「
差
額
地
代
の
表
と
そ
の
解
明
」
か
ら
)

表
A
に
あ
っ
て
は
市
場
が
吸
収
す
る
の
は
石
炭
二

0
0ト
ン
で
あ
る
と

前
提
さ
れ
、
石
炭
ト
ン
当
た
り
市
場
価
値
は
豊
度
の
最
も
低
い
部
類
に
お

け
る
一
ト
ン
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
市

場
価
値
は
部
類
I
す
な
わ
ち
最
も
不
利
な
生
産
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ

た
商
品
の
価
値
よ
り
も
高
く
は
あ
り
え
な
い
。

次
に
表
B
。
こ
こ
で
は

E
と
N
と
の
競
争
が

E
の
採
掘
者
を
し
て
彼
の

資
本
の
半
分
の
撤
回
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
石
炭
の
ト
ン
当
り
市
場
価
値
が

二
ポ
ン
ド
か
ら
一
括
ポ
ン
ド
に
下
落
し
た
〔
つ
ま
り
E
の
個
別
的
価
値
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は

E
が
最
劣
等
地
〕
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
需
要
量
に
変
化
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
(
こ
の
表
は

W
が
競

争
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

I
を
駆
逐
し
、
さ
ら
に

E
の
投
下
資
本
の
半

分
を
撤
回
さ
せ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
最
劣
等
地
が
駆
逐
さ
れ
た
ー

か
ら

E
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
c

)

表
C
Q
こ
こ
で
は
部
類
町
の
参
加
と
部
類
E
に
よ
る
市
場
価
値
決
定
と

の
た
め
に
、
表
B
で
の
よ
う
に
需
要
は
不
変
で
は
な
く
、
価
格
の
下
落
に

伴
っ
て
需
要
が
増
大
し
、
生
産
物
総
量
二
九
二
V

九
ト
ン
が
ト
ン
当
り
一
山

ポ
ン
ド
で
吸
収
さ
れ
る

Q

こ
の
よ
う
に
市
場
は
価
格
の
下
落
と
と
も
に
あ

る
程
度
ま
で
は
拡
大
さ
れ
う
る
。
小
麦
の
よ
う
な
一
般
的
生
活
手
段
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
。

表
D
Q
こ
こ
で
は
、
市
場
価
値
が
一
%
ポ
ン
ド
(
部
類
I
に
と
っ
て
の

ト
ン
当
り
費
用
価
格
)
に
低
落
し
た
場
合
に
の
み
二
九
二
V

九
ト
ン
が
市
場

に
吸
収
さ
れ
る
。
そ
し
て
部
類
ー
は
た
だ
一

O
M
の
通
常
利
潤

(
1平
均

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

利
潤
)
を
あ
げ
る
だ
け
で
地
代
を
生
ま
な
い
@
(
マ
ル
ク
ス
は
、
リ
カ

l
ド

が
正
常
な
場
合
と
し
て
い
る
の
は
最
劣
等
地
は
何
ら
の
地
代
も
支
払
わ
な

い
こ
の

D
表
の
場
合
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
表
D
の
詳
細
な
検
討
を
百

E

二
八
八
J
一二

O
一
ニ
に
お
い
て
行
な
っ
て
い
る
J

最
後
に
表
E
o
こ
こ
で
は
市
場
価
格

1
市
場
価
値
が
表
D
よ
り
も
さ
ら

に
下
落
し
て
一
%
ポ
ン
ド
と
な
り

(
D
表
の
部
類
I
の
一
%
ポ
ン
ド
と
い

う
個
別
的
生
産
価
格
以
下
へ
の
下
落
)
、
部
類
ー
が
市
場
か
ら
駆
逐
さ
れ
、

供
給
総
量
が
二
九
二

M
ト
ン
か
ら
二
三
二

M
ト
ン
に
減
少
す
る
こ
と
に
よ

り
需
給
の
均
衡
を
得
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る

Q

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
五
つ
の
表
に
お
い
て
す
べ
て
現
実
の
最
劣
等
地

の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

(

5

)

 

が
、
馬
場
教
授
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
平
均
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
最
劣
等
地
が
市
場
価
値
を
規

定
す
る
場
合
の
条
件
は
さ
き
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

C
表
以
下
の

場
合
に
は
そ
う
し
た
条
件
が
存
し
な
い
が
故
に
現
実
の
最
劣
等
地
が
市
場

規
定
的
と
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
@

(

5

)

『
資
本
論
』
で
は
既
耕
地
の
な
か
の
最
劣
等
地
が
つ
ね
に
市
場
規
定
的
で
あ

る
の
に
対
し
て
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
現
実
の
最
劣
等
地
が
市
場
規
定
的
と
は
か

ぎ
ら
な
い
。
こ
の
点
川
島
哲
郎
教
授
が
「
『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
、
差
額
地
代

と
絶
対
地
代
と
が
夫
々
他
の
一
方
を
捨
象
し
て
個
別
的
に
観
察
さ
れ
て
ゐ
る
。

即
ち
差
額
地
代
の
分
析
に
お
い
て
は
、
最
劣
等
地
(
或
は
最
劣
等
の
追
加
投
資
)

は
何
等
の
地
代
を
も
支
払
は
な
い
と
云
ふ
前
提
か
ら
出
発
さ
れ
、
他
方
絶
対
地

代
の
分
析
は
、
何
等
の
差
額
地
代
を
も
供
す
る
こ
と
の
な
い
最
劣
等
地
に
お
い

一
四
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て
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
否
そ
の
前
提
と
し
て
、
両
者
何
れ
の
場

合
に
も
最
劣
等
地
:
・
:
が
常
に
市
場
価
格
ハ
:
:
:
)
の
決
定
者
で
あ
っ
た
。
.

然
る
に
当
面
す
る
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
あ
っ
て
は
、
地
代
が
よ
り
具
体
的

な
理
論
段
階
に
お
い
て
、
即
ち
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
と
が
併
存
す
る
段
階
に

お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
弦
で
は
現
実
的
な
最
劣
等
地
が
常
に
必
ず

し
も
市
場
規
制
者
で
は
な
い
」
(
「
絶
対
地
代
の
運
動
理
論
」
『
経
済
学
雑
誌
』
第

二
一
巻
六
号
、
一
八
ペ
ー
ジ
〉
と
述
べ
、
「
よ
り
具
体
的
な
理
論
段
階
」
を
、

『
資
本
論
』
で
絶
対
地
代
の
大
き
さ
を
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
の
全
部
ま

た
は
一
部
と
し
そ
の
具
体
的
な
大
き
さ
は
市
場
状
態
如
何
に
よ
る
と
示
唆
す
る

に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
点
ハ
K
E七
七
O
、
七
七
一
一
〉
を
、
こ
こ
で
は
「
ヨ
リ
根

本
的
な
市
場
価
値
の
運
動
と
絶
対
地
代
と
の
関
係
を
対
象
」
と
し
ハ
川
島
、
向

上
一
-
ぺ

I
ジ
〉
、
「
最
劣
等
地
の
市
場
価
値
規
制
が
現
笑
的
に
は
ど
の
程
度
ま

で
行
な
わ
れ
る
の
か
、
と
い
ふ
点
を
明
ら
か
に
す
る
」
(
同
よ
一

0
ペ
ー
ジ
〉
こ

と
を
試
み
よ
う
と
し
た
点
に
み
て
お
ら
れ
る
の
は
妥
当
で
あ
る

a
た
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
農
産
物
の
市
場
価
値
は
「
限
界
原
理
」

的
に
決
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
(
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
で

あ
る
点
に
注
意
)
、
馬
場
教
授
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
を
も
「
批
判
し
去

っ
て
い
る
」
と
は
い
え
な
い
@
と
は
い
え
、
リ
カ

l
ド
は
生
産
諸
条
件
一

般
に
つ
い
て
「
限
界
原
理
」
を
い
う
の
に
対
し
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
を
拒

否
し
て
、
た
だ
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
の
み
し
か
も
上
述
の
よ
う
に
一
定

の
条
件
の
下
で
「
限
界
原
理
」
を
-
認
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
馬
場
教
授

は
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
顧
慮
す
る
こ
と

な
く
、
土
地
的
条
件
に
関
し
て
も
「
限
界
原
理
」
的
な
る
も
の
を
一
切
否

五。

認
し
て
「
平
均
原
理
」
が
貫
徹
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
@
教
授
が
「
限

界
原
理
」
は
土
地
的
条
件
に
関
し
て
も
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
「
批
判
し
去

ら
れ
た
」
も
の
と
理
解
し
、
農
産
物
の
市
場
価
値
は
土
地
的
条
件
も
含
め

た
全
て
の
生
産
諸
条
件
の
平
均
の
と
こ
ろ
で
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
と
す
る
徹
底
し
た
「
平
均
説
L

を
主
張
さ
れ
る
の
は
、
教
授
の

「
土
地
経
営
の
独
占
」
把
握
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

点
つ
ぎ
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
@

馬
場
教
授
が
検
討
さ
れ
た
「
土
地
経
営
の
独
占
」
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ

め
そ
の
結
論
を
み
て
お
け
ば
、
「
土
地
経
営
の
独
占
」
は
農
業
に
お
け
る

競
争
の
白
由
を
排
除
せ
ず
し
た
が
っ
て
農
業
部
市
に
お
け
る
市
場
価
値
の

規
定
に
は
工
業
に
お
け
る
そ
れ
と
区
別
さ
る
べ
き
特
質
・
儒
侍
は
あ
り
え

な
い
、
つ
ま
り
農
業
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
も
工
業
と
同
絞
に
「
平
均

原
理
L

す
な
わ
ち
「
平
均
価
値
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
@

馬
場
教
授
は
い
わ
れ
る
。
山
悶
勝
次
郎
氏
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
「
農

業
経
営
の
独
占
」
と
は
農
業
部
面
に
資
本
を
白
白
に
投
下
す
る
こ
と
、

「
既
存
の
諸
経
営
と
は
独
立
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
並
存
し
て
、
新
し
い

経
営
が
創
設
さ
れ
増
加
す
る
こ
と
」
(
山
田
『
地
代
論
』
五
一
ペ
ー
ジ
)

が
全
く
不
可
能
と
な
る
状
態
で
あ
る
@
そ
れ
は
レ

i
ニ
ン
の
「
土
地
経
営

の
独
占
」
す
な
わ
ち
「
土
地
全
体
が
資
本
家
た
る
農
業
企
業
家
に
よ
っ
て

占
有
」

(
7
1
ニ
ン
全
集
』
第
五
巻
、
二
四
ペ
ー
ジ
〉
さ
れ
て
い
て
、
「
各
資
本

家
が
|
|
農
業
企
業
の
現
在
数
以
上
に
1

1
い
つ
で
も
新
し
い
農
業
企
業

を
創
立
し
う
る
こ
と
」
ハ
向
上
一
一
八
ペ
ー
ジ
〉
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状



態
か
ら
援
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
「
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
農

業
経
営
の
独
占
』
土
地
経
営
の
独
占
は
、
ど
の
よ
う
な
作
用
を
つ
う
じ

て
、
農
産
物
の
市
場
価
格
を
:
:
・
最
劣
等
の
質
の
土
地
種
類
に
お
け
る
生

産
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
」
(
馬
場
論
文
、
一
ニ
二
ペ
ー
ジ
〉
と
問
題
を
提
起
さ
れ
る
。
そ

し
て
ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
「
土
地
の
有
限
性
と
い
う
事

実
か
ら
(
土
地
の
私
有
に
か
か
わ
り
な
く
)
論
理
的
に
で
て
く
る
こ
と
は
、

土
地
全
体
が
資
本
家
た
る
農
業
企
業
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
農
業
企
業
家
聞
の
競
争
の
自
由
の

ど
ん
な
制
限
の
必
然
性
も
け
っ
し
て
で
て
こ
な
い
」
〈
レ
l
ニ
ン
、
前
掲
書
一

一
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
レ

l
ニ
ン
の
叙
述
を
示
さ
れ
る
@

次
い
で
教
授
は
市
場
価
値
の
成
立
に
必
要
な
前
提
と
し
て
三
点
、
す
な

わ
ち
「
印
種
々
に
そ
の
個
別
的
価
値
を
異
に
す
る
諸
商
品
が
存
在
し
て
い

て
、
同
そ
れ
ら
の
諸
商
品
が
、
同
時
に
共
通
の
一
つ
の
市
場
に
供
給
さ

れ
、
付
そ
れ
ら
の
諸
商
品
の
生
産
者
が
自
由
に
競
争
(
相
互
に
圧
迫
を
加

え
合
い
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に
力
の
均
衡
を
つ
く
り
だ
し
て
諸
商
品
の
市
場

価
値
と
市
場
価
格
を
あ
る
大
き
さ
に
落
っ
か
せ
る
こ
と
)
し
う
る
条
件
が

保
障
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
」
(
馬
場
論
文
三
二
土
二
三
ペ
ー
ジ
〉
を
あ

げ
ら
れ
、
市
場
価
値
の
成
立
に
と
っ
て
は
一
生
産
部
面
に
他
の
部
面
の
資

本
の
移
動
流
入
(
の
自
由
)
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
ど
う
で
も

よ
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
土
地
経
営
の
独
占
」
と
い
う
事
実

か
ら
は
農
業
に
お
け
る
「
農
業
企
業
家
聞
の
競
争
の
自
由
の
ど
ん
な
制
限

の
必
然
性
も
」
で
て
く
る
も
の
で
な
い
(
レ

l
ニ
ン
)
の
だ
か
ら
、
「
『
農

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

業
経
営
の
独
占
』
を
特
殊
的
に
前
提
す
る
農
業
部
面
に
お
い
て
も
、
他
の

一
般
の
生
産
部
面
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
部
面
の
平
均
的
な
生

産
諸
条
件
(
た
ん
に
労
働
の
行
わ
れ
る
社
会
的
、
技
術
的
条
件
だ
け
で
な

く
、
土
地
の
豊
度
や
位
置
な
と
自
然
条
件
を
含
む
)
の
も
と
で
、
そ
れ
を

生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
量
日
平
均
価
値
が
、
農
産
物
の
市
場
価
値

を
規
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
要
因
な
ど
存
在
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ

る
」
(
向
上
三
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
ゴ
チ
河
野
)
と
い
わ
れ
る
@

教
授
は
右
の
よ
う
な
見
地
か
ら
レ

l
ニ
ン
に
よ
る
「
『
農
業
経
営
の
独

占
』
の
存
在
が
、
農
産
物
の
市
場
価
格
規
定
に
さ
い
し
て
本
質
的
な
区
別

・
偏
侍
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
原
因
に
な
る
と
い
う
推
論
」
を
検
討
さ
れ

る
@

「
土
地
の
有
限
性
が
、
こ
の
平
均
的
生
産
性
と
い
う
も
の
の
実
際
の
形

成
を
妨
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
@
こ
の
『
平
均
的
生
産
性
』
が
形
成
さ

れ
、
そ
れ
が
価
格
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
各
資
本
家
が
一
般
に
農
業
に

投
資
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
(
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
農
業
に
競
争
の

自
由
が
あ
る
か
ぎ
り
で
)
、
各
資
本
家
が
1

1

農
業
企
業
の
現
在
数
以
上

に
|
|
い
つ
で
も
新
し
い
農
業
企
業
を
創
立
し
う
る
こ
と
も
ま
た
、
必
要

で
あ
る
。
:
:
:
し
か
し
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
土
地
の
有
限
性
が
、
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
レ
1
ニ
ン
、
前
掲
書
一
一
七
t
一一

八
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
レ

i
ニ
ン
の
叙
述
を
引
用
さ
れ
、
か
な
ら
ず
し
も
レ

l
ニ
ン
の
意
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
あ
え
て

市
場
価
値
の
推
論
と
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
わ
れ
る
。
「
諸
商
品
の
価
値
の
大
き
さ

U

市
場
価
値
が

一五
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『
社
会
的
に
平
均
的
な
る
生
産
詰
条
件
の
も
と
で
そ
れ
を
生
産
す
る
に
要

す
る
労
働
時
間
』
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
の
は
、
同
じ
部
面
の
諸
資
本

が
競
争
の
強
制
に
よ
っ
て
た
え
ず
そ
の
生
産
諸
条
件
を
高
め
よ
う
と
努
め

る
結
果
、
そ
れ
ら
の
生
産
諸
条
件
が
不
断
に
均
等
化
し
、
傾
向
的
に
『
平

均
的
生
産
性
』
が
形
成
さ
れ
、
お
が
か
た
の
商
品
が
そ
の
も
と
で
生
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
@
と
こ
ろ
が
農
業
部
面
に
お
い
て
は
『
土

地
の
有
限
性
』

1
『
土
地
経
営
の
独
占
』
に
よ
っ
て
こ
の
競
争
の
強
制
が

不
可
能
に
な
り
、
『
平
均
的
生
産
性
』
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
る
た
め
に
、

農
産
物
の
市
場
価
値
は
『
平
均
価
値
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
い
で
、
こ

の
部
面
に
た
い
す
る
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
耕
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
の
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
土
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
、
と
。
し
か
し
こ
の
推
論
が
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
と
著
し
く
違
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
諸
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
が

そ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
も
と
で
決
定
さ
れ
る
と
は
考
え
な
い
@
ま
さ

に
そ
の
逆
で
あ
る
」
(
馬
場
論
文
三
六

t
一
一
一
七
ペ
ー
ジ
)

し
か
し
教
授
が
谷
定
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
レ

i
ニ
ン
の
も
の
と
し
て

教
設
が
示
さ
れ
た
推
論
は
基
本
的
に
マ
ル
ク
ス
の
も
の
と
同
一
だ
と
考
え

ら
れ
る
@
一
般
に
「
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
」
を
充
用
し
な
い
生
産
部
面

・
工
業
部
面
で
は
、
教
授
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
的

平
均
的
な
い
し
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
下
で
あ
る
商
品
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
、
別
言
す
れ
ば
個
々
の
生
産
者
の
下
で
必
要

と
さ
れ
る
労
働
時
間
に
よ
っ
て
で
は
な
く
商
品
総
量
を
生
産
す
る
の
に
必

要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
商
品
の
市
場
価
値
は
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て

一
五

平
均
価
値
と
し
て
成
立
す
る
。
こ
こ
に
い
、
つ
社
会
的
平
均
的
な
い
し
標
準

的
生
産
諸
条
件
と
は
、
資
本
が
自
由
に
創
造
し
あ
る
い
は
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
生
産
条
件
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
エ
業
で

は
い
か
な
る
生
産
条
件
で
あ
れ
各
個
の
資
本
が
そ
れ
を
充
用
す
る
こ
と
は

妨
げ
ら
れ
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
相
異
な
る
生
産
諸
条
件
の
下
で
生

産
さ
れ
相
異
な
る
個
別
的
価
値
を
も
っ
て
市
場
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
商
品
は

競
争
宏
媒
介
に
共
通
な
一
つ
の
価
値
、
社
会
的
価
値
1
市
場
価
値
に
均
等

化
さ
れ
る
。
諸
伺
別
的
価
値
か
ら
の
市
場
価
値
の
成
立
を
通
し
て
社
会
的

標
準
的
な
い
し
平
均
的
生
産
諸
条
件
が
確
定
さ
れ
、
市
場
価
値
以
上
の
個

別
的
価
値
で
生
産
し
た
資
本
は
そ
の
生
産
条
件
が
標
準
以
下
で
あ
る
こ
と

を
否
応
な
し
に
感
知
せ
し
め
ら
れ
生
産
条
件
の
改
善
に
向
か
わ
し
め
ら
れ

る
の
で
あ
る

Q

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
授
が
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
「
同
一
生
産
部
面
に
お
い
て
、
諸
個
別
的
価
値
の
市
場
価
値
へ
の
均

等
化
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
諸
資
本
の
競
争
は
、
つ
ね
に
、
与
え
ら
れ
た

不
等
な
生
産
諸
条
件
の
基
礎
上
で
の
み
行
わ
れ
る
。
こ
の
部
面
へ
の
資
本

の
移
入
が
自
由
に
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
妨
げ
ら
れ
よ

う
と
、
あ
る
瞬
間
に
お
け
る
生
産
諸
条
件
の
不
等
は
け
っ
し
て
な
く
な
る

も
の
で
は
な
い
」
(
馬
場
論
文
三
八
ペ
ー
ジ

Y

し
か
し
な
が
ら
諸
個
別
的
価
値
が
平
均
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
別
言

す
れ
ば
、
平
均
的
生
産
諸
条
件
の
下
で
の
労
働
時
間
に
よ
っ
て
価
値
が
規

定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
生
産
者
聞
に
生
産
条
件
の
相
違
を
残

し
つ
つ
も
平
均
的
生
産
性
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え

(邑〉
ょ
う
@
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
い
か
な
る
生
産
条
件
も
自
由
に
採
用
し
う



る
、
資
本
が
同
じ
仕
方
で
投
下
さ
れ
う
る
、
と
い
う
事
情
の
下
で
の
み
生

じ
る
こ
と
で
あ
る
@
そ
う
で
な
け
れ
ば
平
均
的
な
も
の
は
机
上
の
計
算
以

外
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
レ

l
ニ
ン
が
ブ
ル
ガ
コ
フ
を
批
判
し

て
い
っ
た
よ
う
に
「
く
だ
ら
な
い
算
術
の
練
習
」
(
レ
i
ニ
ン
前
掲
書
、
一

一
七
ペ
ー
ジ
〉
と
な
ろ
う
。

ハ
6
〉
「
同
じ
生
産
部
面
の
な
か
の
す
べ
て
の
資
本
が
同
じ
仕
方
で
投
下
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
な
に
も
な
い
の
で
あ

る
。
む
し
ろ
反
対
に
、
諸
資
本
間
の
競
争
は
こ
の
よ
う
な
相
違
を
空
す
ま
す
平

均
化
し
て
行
く
傾
向
が
あ
る
。
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
ろ
価
値
の
規

定
は
、
商
品
を
安
く
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
ま
た
同
じ
有
利
さ
の
事
情
の
も
と

で
商
品
を
生
産
す
る
こ
と
の
強
制
に
お
い
て
、
貫
か
れ
る
の
で
あ
る
」
〈
K
E

六
五
七
、
傍
点
河
野
)

と
こ
ろ
が
、
土
地
生
産
部
門
あ
る
い
は
農
業
に
お
い
て
は
工
業
と
は
事

情
が
異
な
る
。
農
業
部
面
で
は
主
要
不
可
決
な
生
産
条
件
た
る
土
地
は
、

有
限
で
あ
り
、
そ
の
質
に
お
い
て
佼
れ
て
い
る
土
地
は
な
お
さ
ら
そ
う
で

あ
る
。
こ
の
土
地
的
条
件
(
の
有
利
性
)
は
資
本
に
と
っ
て
任
意
に
創
造

し
充
用
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
工
業
で
は
一
般
に
現
存
の
経
営
が
充
用

し
て
い
る
如
何
な
る
生
産
条
件
ち
独
占
さ
れ
え
ず
、
同
じ
条
件
で
、
あ
る

い
は
よ
り
改
善
さ
れ
た
条
件
の
下
で
新
た
に
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
も
、

既
存
経
蛍
が
よ
り
改
良
さ
れ
た
生
産
条
件
を
採
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
@
農
業
で
は
土
地
の
有
限
性
の
た
め
に
そ
れ
は
で
き
な
い
。
新
た
に
任

意
の
条
件
(
土
地
に
か
ん
し
て
)
を
も
っ
て
経
常
を
創
設
す
る
こ
と
も
、

既
存
の
経
蛍
が
そ
の
土
地
的
条
件
を
任
意
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

資
本
の
産
物
で
は
な
い
優
等
な
土
地
的
条
件
は
資
本
に
と
っ
て
如
何
と
も

し
が
た
い
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
@
有
利
な
条
件
の
占
有
者
の

手
に
一
つ
の
独
占
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
レ

l
ニ
ン
が

「
土
地
経
営
の
独
占
」
と
よ
ん
だ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
事
情
を
マ
ル
ク
ス
は
資
本
論
第
三
巻
三
八
章
の
い
わ
ゆ
る
「
落
流
の
例
」

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
白
然
力
は
、
た
と
え
ば
蒸
気
の
弾
性
の
よ
う
に
同
じ
生
産
部
面

の
ど
の
資
本
に
も
利
用
で
き
る
自
然
力
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
お
よ
そ
資

本
が
こ
の
部
面
で
投
下
さ
れ
る
か
き
り
そ
の
充
用
は
自
明
、
た
と
い
う
よ
う

な
自
然
カ
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
落
流
の
よ
う
に
、
た
だ
土
地
の

特
殊
な
部
分
と
そ
の
付
属
物
と
を
自
由
に
利
用
で
き
る
人
々
だ
け
に
利
用

で
き
る
、
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
で
あ
る

Q

こ
の
よ
う
な
、
労
働
の
よ
り

大
き
な
生
産
カ
の
自
然
条
件
を
生
み
だ
す
と
い
う
こ
と
ほ
、
ど
の
資
本
で

も
水
を
蒸
気
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
じ
土
う
な
仕
方
で
資
本
に

よ
っ
て
で
き
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い

Q

こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
は
自
然

の
な
か
に
た
だ
局
地
的
に
存
在
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
な
い
と
こ

ろ
で
は
一
定
の
投
資
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

:
土
地
の
一
芳
の
部
分
の
一
定
の
自
然
闘
係
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
工
場
主
の
う
ち
の
落
流
を
も
っ
て
い
る
部
分
は
、
そ
れ
を
も
っ
て

い
な
い
部
分
を
こ
の
自
然
力
の
充
用
か
ら
排
除
す
る
@
な
ぜ
な
ら
ば
、
土

地
は
、
ま
し
て
水
力
に
恵
ま
れ
た
土
地
に
歪
つ
て
は
な
お
さ
ら
、
制
限
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
:
・
:
こ
の
自
然
力
の
占
有
者
の
子
に
一
つ
の
独

占
を
、
資
本
そ
の
も
の
の
生
過
産
程
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
せ
な
い
投
下
資

一
五
三
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本
の
高
い
生
産
力
の
一
条
件
舎
、
形
成
す
る
。
こ
の
よ
う
に
独
占
す
る
こ

と
の
で
き
る
こ
の
自
然
力
は
、
い
つ
で
も
土
地
に
付
着
し
て
い
る
@
こ
の

よ
う
な
自
然
カ
は
、
問
題
の
生
産
部
面
の
一
般
的
な
諸
条
件
に
は
属
し
な

い
し
、
ま
た
、
一
般
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
の
で
き
る
そ
の
生
産
部
面
の

諸
条
件
に
は
属
し
な
い
の
で
あ
る
」
(
K
E
六
五
八
、
ゴ
チ
河
野
)

こ
の
よ
う
に
例
外
的
に
一
一
両
い
生
産
力
の
一
条
件
と
し
て
の
独
占
さ
れ
う

る
自
然
力

1
土
地
的
条
件
は
当
該
生
産
部
面
の
一
般
的
生
産
条
件
に
は
属

さ
な
い
の
で
あ
る
@
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
は
資
本
に
よ
っ
て
創
り

出
さ
れ
う
る
、
し
た
が
っ
て
自
由
平
等
に
利
用
さ
れ
う
る
生
産
条
件
に
つ

い
て
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
一
般
に
土
地
を
不
可
欠
の
生
産
手
段

と
す
る
生
産
部
面
、
た
と
え
ば
農
業
で
は
、
独
占
さ
れ
う
る
白
然
力
と
し

て
の
土
地
的
条
件
は
土
地
一
般
で
は
な
く
、
有
利
な
条
件
た
り
う
べ
き
性

質
を
備
え
た
土
地
す
な
わ
ち
優
等
地
を
さ
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
農
業
に
お
け
る
平
均
的
な
い
し
標
準
的
生
産
条
件
は
最
劣

等
地
に
お
け
る
資
本
的
経
営
的
条
件
の
そ
れ
で
あ
る
@
だ
か
ら
、
レ
!
ニ

ン
が
土
地
の
有
限
性
の
た
め
に
平
均
的
生
産
位
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
、
そ

の
結
果
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
で
一
般
的
生
産
価
格
が

規
定
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
マ
ル
ク
ス
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る

Q

レ
I
ニ
ン
の
「
土
地
経
営
の
独
占
」
は
さ
き
に

示
し
た
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
対
応
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
@

馬
場
教
授
も
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
、
7
に
レ

i
ニ
ン
は
「
土
地
経
営
の
独

占
」
に
よ
っ
て
資
本
の
競
争
の
白
由
は
何
ら
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ

(

7

)

 

て
い
る
。
レ

l
ニ
ン
の
い
う
競
争
の
自
由
は
農
外
資
本
の
農
業
へ
の
投
資

一
五
回

の
自
由
は
制
限
さ
れ
な
い
こ
と
を
一
一
白
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
自
由
の
下

で
は
農
業
企
業
家
閣
の
競
争
の
自
由
も
当
然
存
在
す
る
(
新
た
な
資
本
投

下
は
地
代
を
支
払
い
さ
え
す
れ
ば
既
存
の
経
営
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
も

可
能
で
め
る
可
し
か
し
競
争
は
土
地
に
か
ん
し
て
平
均
生
産
性
を
形
成

し
え
な
い
。
「
均
等
化
が
行
な
わ
れ
う
る
の
は
、
た
だ
、
す
べ
て
の
生
産

条
件
が
資
本
自
身
の
創
造
物
で
あ
る
か
、
ま
た
は
資
本
に
と
っ
て
均
等
に

|
|
自
然
力
と
し
て
|
|
自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
限
り
で
の
こ

と」

(
m
E
二
四
二
〉
だ
か
ら
で
あ
る
@

農
業
で
は
土
地
の
不
等
性
・
有
限
牲
の
た
め
に
必
要
な
生
産
物
を
符
る

た
め
に
劣
等
な
生
産
条
件
U
劣
等
地
で
の
生
産
が
不
可
欠
と
な
る

9

所
与

の
生
産
諸
条
件
の
自
由
な
利
用
を
妨
げ
る
も
の
は
資
本
そ
れ
白
身
に
基
づ

く
制
限
以
外
に
は
な
い
工
業
で
は
そ
う
で
は
な
い
@
よ
り
高
い
生
産
力
の

一
条
件
で
あ
る
自
然
力
(
よ
り
高
い
豊
皮
な
と
)
が
独
占
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
一
般
的
な
牛
註
諸
条
件
に
属
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
土
地
に
起
目

す
る
よ
り
高
い
生
産
力
の
生
じ
な
い
劣
等
地
の
平
均
資
本
め
生
産
物
の
個

別
的
生
産
価
格
ま
た
は
個
別
的
価
値
が
再
生
産
の
基
準
・
市
場
価
値
を
規

定
す
る
こ
と
に
な
る
。

ハ
7
)

「
土
地
経
営
の
独
占
」
、
「
土
地
所
有
L

及
び
資
本
の
競
争
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
花
田
仁
伍
「
『
資
本
の
法
則
』
と
『
土
地
所
有
の
法
則
』
・
農
業
資
本
の
特

殊
性
」
、
〈
田
代
隆
・
花
田
仁
伍
編
著
『
現
代
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
農
業
問

題
』
お
茶
の
水
害
一
局
、
一
九
七
六
年
三
月
)
一
一
九
1
一
二
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

「
土
地
経
営
の
独
占
」
は
土
地
所
有
の
下
で
相
対
的
独
占
に
転
化
し
資
本
の
競

争
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
レ
1
ニ
ン
が
イ
ギ



リ
ス
で
は
農
業
経
営
と
土
地
所
有
と
の
分
離
は
明
瞭
で
あ
り
農
業
企
業
家
間
の

競
争
の
自
由
は
殆
ん
ど
完
全
で
あ
り
、
資
本
主
義
国
で
は
土
地
所
有
の
多
様
な

形
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
に
お
い
て
自
由
競
争
が
っ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
こ
と
(
レ
l
ニ
ン
前
掲
書
一
一
五
1
一
一
六
ペ
ー
ジ
)
と
軌
を
一

に
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
馬
場
教
授
は
、
第
一
に
、
土
地
的
条
件
(
独
占
さ
れ
う

る
自
然
力
〉
と
そ
の
他
の
生
産
諸
条
件
と
を
区
別
せ
ず
同
列
に
取
り
扱
う

こ
と
、
第
二
に
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
土
地
的
条
件
が
充
用
さ
れ
る
生
産
部

面
で
も
土
地
を
含
む
全
て
の
生
産
条
件
に
つ
い
て
そ
の
平
均
的
諸
条
件
の

下
で
の
必
要
労
働
時
間
に
よ
っ
て
農
産
物
の
市
場
卸
値
が
規
定
さ
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
土
地
的
条
件
の
有
利
さ
が
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
(
農
業
で
は
最
劣

等
地
、
「
落
流
の
例
」
で
は
落
流
を
利
用
し
な
い
蒸
気
工
場
)
で
の
必
要

労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
を
説
か
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
理
解
と
し
て
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
、
教
授
は
右
の
よ
う
な
見
地
か
ら
「
地
代
を
も
た
ら
さ
な
い
最
劣

等
地
の
生
産
価
格
が
つ
ね
に
規
制
的
市
場
価
格
で
あ
る
」
と
い
、
7
マ
ル
ク

ス
の
命
題
を
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
か
、
以
下
で
要
約
し
て
み
よ
う
。

農
業
部
商
で
は
、
主
要
生
産
条
件
で
あ
る
土
地
は
川
質
的
巳
均
一
で

な
く
し
か
も
有
限
で
あ
り
、

ω占
有
(
所
有
)
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
の
た
め
第
一
に
農
業
へ
の
資
本
の
移
動
、
流
入
が
土
地
所
有
の
存
在

に
よ
っ
て
抵
抗
を
う
け
、
第
二
に
、
農
業
へ
の
資
本
投
下
も
、
任
意
の

土
地
種
類
を
選
択
す
る
余
地
が
失
わ
て
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
二
重
に
資
本
投
下
の
自
由
を
妨
げ
ら
れ
る

Q

そ
の
た
め
、
農
業
は
資

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

本
の
有
機
的
構
成
が
社
会
的
信
市
i

均
よ
り
低
い
、
ゆ
え
に
そ
の
価
値
が
生

産
価
格
よ
り
も
大
き
い
に
も
拘
ら
ず
生
産
価
格
に
転
化
せ
ず
価
値
で
売

ら
れ
る
@
そ
の
結
果
、
農
業
部
面
で
は
、
そ
の
特
殊
的
利
潤
率
げ
が
乎
均

利
潤
率
U
一
般
的
利
潤
率
よ
り
も
高
い
。

農
産
物
の
市
場
価
格
変
動
の
中
心
と
な
る
の
は
市
場
価
値
で
あ
る
。

ぞ
れ
は
標
準
的
な
土
地
種
類
に
充
用
さ
れ
る
標
準
資
本
の
も
と
で
生
産

さ
れ
た
個
別
的
価
値
に
一
致
す
る
生
産
物
が
市
場
価
値
で
売
ち
れ
る
こ

と
に
よ
り
標
準
的
な
土
地
部
類
の
資
本
に
は
こ
の
部
面
の
平
均
的
利
潤

率
を
、
優
等
地
の
資
本
に
は
そ
れ
以
上
の
利
潤
率
を
、
劣
等
地
の
資
本

に
は
そ
れ
以
下
の
利
潤
率
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
部
面
の
平
均
的
利
潤

率
は
、
有
機
的
構
成
低
位
の
故
に
、
工
業
で
形
成
さ
れ
る
一
般
的
利
潤

率
よ
り
も
高
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
平
均
的
中
位
よ
り
劣
等
な
土
地
に
充
用

さ
れ
た
資
本
に
も
一
般
的
利
潤
率
以
上
の
利
潤
率
を
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
る
@

そ
れ
ゆ
え
、
農
業
で
は
一
般
的
利
潤
率
(
平
均
利
潤
率
)
を
う
る
資

本
は
中
位
的
平
均
的
土
地
種
類
に
充
用
さ
れ
た
そ
れ
で
は
な
く
、
つ
ね

に
そ
れ
よ
り
劣
等
な
土
地
種
類
に
充
用
さ
れ
た
そ
れ
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る

Q
マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
表
ー
で
は
、
地
代
は
差
額
地
代
の
み
で
あ
る

か
、
ミ
農
産
物
の
市
場
価
値
|
|
そ
れ
は
上
述
の
よ
う
に
全
て
の
土
地

部
類
の
生
産
物
の
平
均
価
値
で
あ
る
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産

価
格
を
支
払
い
う
る
。
任
意
の
土
地
へ
の
資
本
投
下
は
資
本
家
的
借
地

農
業
者
の
正
常
な
価
値
増
殖
の
条
件
が
存
す
る
場
合
に
の
み
行
な
わ
れ

一
五
五
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る
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
ω

こ
う
し
て
農
産
物
の
市
場
価
値
は
結

果
的
に
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
と
一
致
す
る
に
す
ぎ
な
い

Q

農

産
物
は
市
場
価
値

1
平
均
価
値
で
売
ら
れ
、
そ
の
市
場
価
値
は
現
に
耕

作
さ
れ
て
い
る
最
劣
等
地
の
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
を
支
払
い
、
し

た
が
っ
て
最
劣
等
地
を
の
ぞ
く
優
等
地
の
資
木
に
は
平
均
利
潤
の
ほ
か

に
超
過
利
潤
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
は
農
産
物
の
市
場
価
格
が
最
劣
等

地
の
資
本
の
生
産
物
の
値
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
、
ま
し
て
そ
の
個

別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
き
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
観
上
の
一
致
|
|
限
界
地
の
個
別
的
生
産
価
格
U
市

場

価

値

(
平
均
価
値
)
ー
ー
の
た
め
に
限
界
地
が
市
場
調
節
地
に
な
る
と
誤
っ
て

理
解
さ
れ
「
限
界
原
理
」
と
把
握
さ
れ
て
き
た
。
(
四
四
i
五
0
ペ
ー
ジ
)

以
上
の
所
説
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
不
等
性
・

有
限
性
に
ふ
れ
な
が
ら
、
事
実
上
そ
れ
を
非
土
地
的
条
件
と
同
列
に
扱
っ

て
い
る
点
で
あ
る
@
こ
の
点
は
す
で
に
検
討
し
た
。
次
に
、
農
業
資
本
の

有
機
的
構
成
の
低
位
性
(
絶
対
地
代
の
条
件
)
と
い
う
事
情
を
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
|
|
資
本
構
成
の
低
位
性
ゆ
え
に
価
値
が
生
産
価
格
よ
り
高
い

に
も
関
ら
ず
生
産
価
格
に
均
等
化
さ
れ
な
い
の
は
、
例
値
と
生
産
価
格
と

の
差
額
を
地
代

1
絶
対
地
代
と
し
て
土
地
所
有
者
が
差
し
押
え
る
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が

i
l、
教
授
は
絶
対
地
代
を
全
然
問
題
に

し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
土
地
所
有
と
土
地
経
営
の
分
離
の
前
提
の
下

で
は
、
最
劣
等
地
と
い
え
ど
も
治
代
(
絶
対
地
代
)
支
払
い
を
免
が
れ
え

ず
、
し
た
が
っ
て
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
平
均
的
土
地
部
類
の
生
産
物

の
個
別
的
価
値
U
平
均
価
値
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
る
場
合
、

一
五
六

地
代
は
そ
の
範
鴎
的
な
大
き
さ
を
支
払
う
も
の
と
す
れ
ば
平
均
的
土
地
部

類
以
下
の
土
地
で
は
地
代
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
た
め
と
い
う
の
も

土
地
的
条
件
の
相
違
は
資
本
に
と
っ
て
如
何
と
も
し
が
た
い
も
の
で
あ

り
、
こ
の
相
違
(
劣
等
性
)
の
た
め
に
正
常
な
価
値
増
殖
の
条
件
l
平
均

利
潤
の
可
能
性
が
恒
常
的
に
失
わ
れ
る
か
ら
|
|
、
劣
等
地
か
ら
資
本
が

引
き
揚
げ
ら
れ
、
再
び
耕
作
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
@
絶
対
地
代
を
捨
象

し
最
劣
等
地
は
地
代
を
支
払
わ
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
(
紋
授
は
そ
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
さ
れ
て
い
る

か
に
見
え
る

Y
だ
が
そ
の
場
合
に
は
農
産
物
は
同
様
に
価
値
で
売
ら
れ

る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
絶
対
地
代
の
成
立
条
件
と
な
る
資
本
構
成
の
低
位

性
は
同
時
に
捨
象
さ
れ
、
資
本
構
成
は
工
業
の
平
均
と
同
一
と
い
う
想
定

の
下
で
、
し
た
が
っ
て
価
値
1
生
産
価
格
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

(
『
資
本
論
』
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
は
差
額
地
代
論
段
階
で
は
そ
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

Y

絶
対
地
代
の
成
立
条
件
を
導
入
し
な
が
ら
絶
対
地
代
を
捨
象
し
て
、
最

劣
等
地
の
資
本
も
平
均
利
潤
を
入
手
し
う
る
と
い
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
問

題
は
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
教
授
の
怨
定
の
下
で
絶
対
地
代
が
存
す

る
と
す
れ
ば
、
市
場
料
川
値
は
中
位
な
い
し
平
均
的
部
類
の
土
地
で
規
定
さ

れ
る
の
だ
か
ら
、
絶
対
地
代
を
そ
の
概
念
に
従
っ
て
価
値
と
生
産
価
格
と

の
差
と
す
れ
ば
絶
対
地
代
を
全
額
支
払
う
の
は
中
等
地
で
、
ぞ
れ
よ
り
劣

等
な
土
地
で
は
そ
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
差
額

地
代
は
つ
ね
に
中
位
よ
り
彼
等
な
士
地
で
は
じ
め
て
生
ず
る
こ
と
に
な

λν

。



大
量
商
品
の
個
別
的
価
値
日
近
似
的
平
均
価
値

に
よ
る
市
場
統
値
の
「
平
均
原
理
」
的
把
握

l
l東
井
説
の
検
討
|
|

東
井
教
授
の
農
産
物
価
値
〔
生
産
価
格
)
規
定
に
つ
い
て
の
所
説
は
論

文
「
市
場
価
値
法
則
と
穀
物
価
格
形
成
|
|
平
均
原
理
か
限
界
原
理
か

1
1
8」
〈
『
農
林
問
題
研
究
』
第
六
六
号
、
一
九
人
二
年
三
月
。
以
下
「
穀
物
価
格
形

成
」
と
略
記
)
に
よ
れ
ば
、
そ
の
要
点
は
、
第
一
に
農
・
工
両
部
面
の
均

等
化
運
動
の
結
果
成
立
す
る
一
般
的
利
潤
率
に
よ
っ
て
穀
物
市
場
価
格
が

規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
一
一
に
農
業
部
面
で
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
卸

値
ま
た
は
倍
別
的
生
産
価
格
が
市
場
何
格
を
調
節
す
る
と
い
う
こ
と
は
表

面
上
限
界
原
理
的
だ
が
、
最
劣
等
地
が
多
数
で
あ
れ
ば
近
似
的
に
平
均
生

産
価
格
又
は
平
均
価
値
に
一
致
し
限
界
的
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
以
上
二

点
に
よ
り
「
平
均
原
理
」
的
に
説
か
れ
べ
き
だ
し
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
は

「
平
均
原
理
」
に
た
っ
て
説
い
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
@

ま
ず
一
般
的
利
潤
率
は
農
工
両
部
面
の
均
等
化
運
動
の
結
果
成
立
し
、

こ
の
一
般
的
利
潤
率
に
よ
っ
て
穀
物
価
格
が
規
制
さ
れ
て
お
り
し
た
が
っ

て
つ
平
均
原
理
L

的
に
説
か
ろ
べ
き
だ
と
い
う
見
解
を
検
討
し
よ
う
。

教
授
は
農
業
利
潤
が
工
業
利
潤
に
規
定
さ
れ
る
関
係
を
、
マ
ル
ク
ス
の

叙
述
を
引
用
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

「
地
代
を
生
ま
な
い
最
劣
等
地
の
生
産
価
格
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
解
明
の
糸
口
は
、
次
の
文
章
に
見
い
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

る
@
マ
ル
ク
ス
は
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
九
章
『
差
額
地
代
の
第
一
形

態
』
に
お
い
て
き
口
う
、
『
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
一
般
的
利
潤
率
は

す
べ
て
の
生
産
部
面
に
お
け
る
剰
余
価
値
に
よ
っ
て
均
等
に
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
農
業
利
潤
は
工
業
利
潤
を

規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
逆
で
あ
る
』
(
当
常
宏
司
出
ι
-
M
F
∞・

8叶
e

〉

と
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
し
い
説
明
は
、
『
剰
余
価
値
学
説
史
』

E

で
与
え
ら
れ
て
い
る
@
そ
れ
に
従
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

、叶ノ@優
等
地
に
お
い
て
は
直
一
旦
度
の
高
い
土
地
と
い
う
『
自
然
的
独
占
の
結
果

た
る
超
過
利
潤
』
が
生
じ
る
の
で
、
平
均
利
潤
率
を
明
瞭
に
見
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
利
潤
を
支
払
う
が
地
代
を
支
払
わ
な
い
こ
の

土
地
、
す
な
わ
ち
そ
の
生
産
物
の
費
用
制
絡
で
売
る
こ
の
土
地
に
お
い
て

平
均
的
利
潤
率
が
現
れ
明
瞭
に
表
わ
さ
れ
る
』
(
傍
点
は
原
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
、

費
用
価
格
は
生
産
価
格
の
意
)
。
マ
ル
ク
ス
は
一
言
う
、
『
歴
史
的
に
も

l
l資

本
制
的
宇
産
が
農
業
で
は
製
造
工
業
よ
り
も
遅
れ
て
現
れ
る
か
ぎ
り
1

農
業
利
潤
は
工
業
利
潤
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で

は
な
い
』
(
当

2
5・
回
且
-
M
少
戸
田
・
怠
吋
1t
∞
・
・
〉
と
@

農
業
生
産
部
面
に
お
け
る
資
本
ば
、
豊
度
の
高
い
土
地
と
い
う
『
自
然

的
独
占
の
結
果
で
あ
る
超
過
利
潤
』
が
地
代
に
転
形
す
る
の
で
、
『
均
等

化
過
程
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
』
@
先
に
見
た
第
十
章
で
マ
ル
ク
ス
は
一
ず
一
口
う
、

『
一
定
の
生
産
部
面
に
お
け
る
資
本
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
均
等
化
の
過

程
に
巻
さ
込
ま
れ
な
く
て
も
、
な
ん
の
変
り
も
な
い
の
で
あ
る
う
。
そ
の

場
合
に
は
、
平
均
利
潤
は
、
社
会
資
本
の
う
ち
均
等
化
過
程
に
入
り
込
む

一
五
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
四
号
(
一
九
八
五
年
)

部
分
に
も
と
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
』
己
(
「
穀
物
価
格
形
成
」
六
1

七
ペ
ー
ジ
)

そ
し
て
、
「
工
業
部
面
で
独
自
に
形
成
さ
れ
た
生
産
価
格
を
単
に
農
業

資
本
は
受
動
的
に
受
け
取
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察

が
肝
要
で
あ
る
。
」
(
向
上
、
七
ペ
ー
ジ
U

と
し
て
一
般
的
生
産
価
格
し
た
が

っ
て
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
、
成
立
に
お
け
る
農
工
間
の
関
係
を
考
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

教
授
は
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
地
代
論
に
お
け
る
「
諸
資
本
に
お
け
る
自
由

な
競
争
、
一
生
産
部
面
か
ら
他
の
生
産
部
面
へ
の
諸
資
本
の
移
転
可
能
性

平
均
利
潤
の
同
等
な
高
さ
」
と
い
う
前
提
を
指
摘
さ
れ
、
「
農
・
工
同
部

面
の
競
争
の
結
果
と
し
て
相
異
な
る
市
場
価
値
を
、
生
産
価
格
を
表
わ
す

よ
う
な
市
場
価
格
に
均
等
化
す
る
こ
と
」
(
向
上
)
を
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
た

も
の
と
し
て
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
か
ら
次
の
文
章
を
引
用
す
る

Q

「
同
じ
生
産
部
面
の
な
か
の
競
争
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
も
の
は
、
こ

の
部
面
の
商
品
の
価
値
を
、
そ
の
部
面
で
平
均
的
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働

時
間
に
よ
っ
て
規
定
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
市
場
価
値
の
成
立
で
あ
る
。
別

々
の
生
産
部
面
間
の
競
争
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
は
、
相
異
な
る
市

場
価
値
を
市
場
価
格
に
、
す
な
わ
ち
現
実
の
市
場
価
値
と
は
違
う
費
用
価

格
を
表
わ
す
よ
う
な
市
場
価
格
に
、
均
等
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
々

の
部
面
聞
に
同
じ
一
般
的
利
潤
率
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る

Q

し
た
が

っ
て
、
こ
の
場
令
の
競
争
は
、
け
っ
し
て
商
品
の
価
倍
を
そ
の
価
値
に
は

化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
商
品
の
価
値
を
そ
れ
と
は
違
う

費
用
価
格
に
帰
着
さ
せ
、
商
品
の
価
値
と
費
用
価
格
と
の
違
い
を
廃
棄
し

一
五
八

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
刊

E
二
O
五
、
費
用
価
格
は
生
産
価
格
の
意
〉

右
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
を
教
授
は
「
農
、
工
両
部
面
を
含
め
た
産
業
部

門
全
体
の
均
衡
運
動
と
し
て
、
一
般
的
生
産
価
格
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た

一
般
的
利
潤
率
を
成
立
さ
せ
て
い
ろ
」
(
東
井
論
文
・
同
上
〉
も
の
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

Q

し
か
し
、
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
は
諸
資
本
の
競
争
の
二
面
を
、
初
め

の
部
分
で
は
都
内
内
競
争
に
よ
っ
て
相
異
な
る
諸
個
別
的
価
値
か
ら
一
個

同
等
の
社
会
的
価
値
1
市
場
価
値
が
成
立
す
る
こ
と
、
あ
と
の
部
分
で
は

商
品
が
市
場
価
値
に
従
っ
て
交
換
さ
れ
る
場
合
に
は
、
各
特
殊
生
産
部
門

の
あ
い
だ
で
の
資
本
構
成
の
相
違
に
応
じ
て
非
常
に
違
っ
た
利
潤
率
が
各

部
門
に
成
立
し
、
相
異
な
る
利
潤
率
を
均
等
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
諸
資
本

の
部
門
聞
の
移
動

1
資
本
の
部
門
間
競
争
に
よ
っ
て
市
場
価
値
と
は
異
な

る
生
産
価
格
、
一
般
的
利
調
率
を
成
立
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た

も
の
に
は
か
な
ら
な
い

Q

東
井
教
授
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
こ
の
叙

述
と
さ
き
の
『
資
本
論
』
第
三
巻
地
代
篇
冒
頭
の
一
般
的
1
理
論
的
前
提

と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
的
利
潤
率
・
生
産
価
格
を
成
立

さ
せ
る
資
本
均
衡
化
運
動
に
農
業
部
面
の
資
本
も
参
加
す
る
か
の
如
く
述

べ
て
お
ら
れ
る
が
、
ぞ
れ
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
@
『
剰
余
価
値
学
説

史
』
の
さ
き
の
叙
述
に
つ
い
て
い
え
ば
そ
の
少
し
あ
と
で
、
マ
ル
ク
ス
自

身
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
別
々
の
部
面
問
で
は
、
市
場
価
値
ま
た
は
平
均
的
市
場
価
格
は
、
同

じ
平
均
別
潤
率
を
生
む
費
用
価
格
に
綿
一
環
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ひ

と
た
び
前
提
す
れ
ば
{
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
土
地
所
有
が
介
入
し
な
い
部



面
円
い
お
い
て
の
み
生
ず
る
。
土
地
所
有
が
介
入
す
る
部
面
で
は
、
同
じ
部

面
の
な
か
の
競
争
は
、
価
格
を
価
値
ど
お
り
に
、
ま
た
価
値
を
市
場
価
格

と
し
て
、
成
立
さ
せ
う
る
の
で
あ
る
が
、
市
場
価
格
を
費
用
価
格
に
ま
で

引
き
下
げ
る
こ
と
は
な
い
て
:
:
:
」

(
m
E
ニ
O
六
。
費
用
価
格
は
生
産
価

総
の
意
〉

右
に
見
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
生
産
価
格
、
し
た
が
っ
て
一
般
的
利

潤
率
を
成
立
さ
せ
る
諸
資
本
の
均
衡
化
運
動
は
「
土
地
所
有
の
介
入
し
な

い
部
面
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
農
・
工
部
面
を
含
め
た

産
業
部
面
会
体
」
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ

る。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
差
額
地
代
論
(
『
資
本
論
』
に
お
け
る
〉
で
は
農

産
物
の
価
格
は
生
産
価
椅
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
「
最
劣
等
地
の
生
産

価
格
は
つ
ね
に
調
節
的
市
場
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
市

場
価
値
で
は
な
く
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は

何
よ
り
も
農
工
聞
の
均
等
化
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が

生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
@
こ
の
点
は
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
の
方
法
、
展
開
の

方
法
を
再
考
す
れ
ば
氷
解
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
@
マ
ル
ク
ス
は

『
資
本
諮
問
』
全
巻
を
通
し
て
、
抽
象
的
な
も
の
・
簡
単
な
も
の
か
ら
具
体

的
な
も
の
・
複
雑
な
も
の
へ
と
い
う
上
向
法
に
よ
っ
て
叙
述
し
て
い
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
@
地
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
差

額
地
代
か
ら
絶
対
地
代
へ
と
い
う
展
開
は
そ
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ

る
Q

差
額
地
代
論
で
、
基
本
的
に
、
土
地
生
産
物
の
市
場
価
格
が
生
産
価

格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
理
論
的
展
開
を
基
礎

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
差
額
地
代
は
農
業
部
面
に
生
ず
る
独
自

の
超
過
利
潤
の
転
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
差
額
地
代
の
法
則
を
純
粋

に
把
握
す
る
た
め
に
考
察
あ
る
い
は
叙
述
を
複
雑
に
す
る
諸
要
因
は
捨
象

さ
れ
て
い
る
@
そ
の
結
果
、
農
工
聞
の
資
本
構
成
の
相
違
は
絶
対
地
代
論

で
は
じ
め
て
問
題
に
な
り
、
差
額
地
代
論
で
は
農
業
に
投
下
さ
れ
る
資
本

の
平
均
構
成
は
、
工
業
に
お
け
る
平
均
構
成
と
同
等
、
別
言
す
れ
ば
、
ヱ

業
の
平
均
資
本
が
農
業
(
土
地
生
産
部
門
)
に
投
下
さ
れ
る
も
の
と
仮
定

さ
れ
、
さ
ら
に
地
代
(
差
額
地
代
〉
が
問
題
で
あ
っ
て
超
過
利
潤
一
般
が

問
題
で
は
な
い
か
ら
資
本
に
帰
す
べ
き
超
過
利
潤
を
生
ず
る
原
因
た
る
資

本
条
件
の
相
違
は
す
で
に
解
明
ず
み
で
も
あ
り
捨
象
さ
れ
て
い
る

i
lた

ん
に
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
標
準
化
均
等
化
さ
れ
う
る
も
の
と

し
て
そ
の
相
違
は
捨
象
さ
れ
て
、
標
準
的
な
い
し
平
均
的
資
本
条
件
が
前

提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
生
産
価
格
に
よ
る
規
定
は
こ
れ
ら
の
前
提

に
立
つ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
@

勿
論
、
差
額
地
代
論
の
段
階
で
も
農
業
部
面
の
資
本
構
成
の
低
位
性
と

い
う
事
情
を
い
れ
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
@
こ
の
場
合
に
は
土
地
所
有

の
介
入
に
よ
っ
て
均
等
化
に
は
い
ら
な
い
の
は
優
等
地
に
生
ず
る
超
過
利

潤
部
分
ど
け
で
あ
り
、
資
本
構
成
の
低
位
怯
に
基
づ
い
て
農
業
部
面
に
形

成
さ
れ
る
生
産
価
格
を
超
え
る
価
値
・
剰
余
価
値
の
超
過
分
は
一
般
的
均

等
化
の
過
程
に
は
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
か
ぎ
り
で
、
東
井
教
授
が
い

わ
れ
る
よ
う
に
農
工
問
の
均
等
化
・
均
衡
逗
動
す
な
わ
ち
「
平
均
原
理
」

は
妥
当
す
る
@
し
か
し
、
差
額
地
代
は
農
業
の
資
本
構
成
が
社
会
的
平
均

構
成
に
対
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
と
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
@
そ
れ
は
農
産

一
五
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
四
号
ハ
一
九
八
五
年
〉

物
の
市
場
価
値
・
市
場
生
産
価
格
と
個
別
的
価
値
・
個
別
的
生
産
価
格
と

の
相
違

i
l土
地
的
条
件
の
相
違
に
起
因
す
る
か
ぎ
り
で
の
|
|
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
@
す
な
わ
ち
そ
れ
は
部
門
内
競
争
を
基
礎
に
成
立
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
農
業
利
潤
が
工
業
利
潤
に
規
定
さ
れ
る
関
係
を
通
じ
て
資
本

の
平
等
性
が
実
現
し
「
平
均
原
理
」
が
そ
こ
に
も
貫
徹
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
勿
論
、
正
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
農
産
物
の
市
場
価

値
・
市
場
生
産
価
格
が
「
平
均
原
理
」
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
の
論
拠

(
の
一
つ
)
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
@

次
に
、
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
農
産
物
の
市
場
価
格

が
調
節
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
表
面
的
に
は
限
界
的
」
だ
が
、
多
数

の
劣
等
地
と
い
う
条
件
の
下
で
は
「
限
界
的
と
は
い
え
な
く
な
る
」
と
い

う
点
を
検
討
し
よ
う
。

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
周
知
の
よ
う
に
、
本
来
的
農
耕
地

代
を
考
察
す
る
に
先
だ
っ
て
、
工
業
に
お
い
て
生
ず
る
差
額
地
代
を
考
察

し
、
「
差
額
地
代
の
一
般
的
概
念
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

Q

第
三
巻
三

八
掌
「
差
額
地
代
総
論
」
の
い
わ
ゆ
る
「
落
流
の
例
」
が
そ
れ
で
あ

る
@
三
九
章
以
降
で
は
最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地
で
あ
る
こ
と
す
な
わ
ち

最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
又
は
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
平

均
的
市
場
価
格
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
が

立
ち
入
っ
て
何
故
そ
う
か
と
一
吉
宮
ノ
点
は
自
明
の
こ
と
の
如
く
あ
ら
た
め
て

説
明
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

Q

「
差
額
地
代
の
一
般
的
概
念
」
が
導
出

さ
れ
て
い
る
第
三
八
享
「
差
額
地
代
総
論
」
の
「
落
流
の
例
」
の
検
討

一
六

O

は
、
少
く
と
も
、
そ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
鍵
を
与
え
て
い
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
@
そ
れ
で
こ
の
点
に
つ
い
て
の
東
井
教
授
の
見
解
を
さ
さ

に
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

山
県
井
教
授
は
、
こ
の
「
落
流
の
例
」
に
お
け
る
一
般
的
生
産
価
格
の
規

定
は
「
平
均
原
理
に
し
た
が
う
の
か
、
『
限
界
原
理
』
に
も
と
づ
い
て
の

も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
論
議
の
的
と
な
っ
て
き
た
」
(
「
マ
ル
ク
ス
の

市
場
価
値
と
農
産
物
価
格
形
成
に
つ
い
て
」
『
甲
南
経
済
学
論
集
』
一
九
巻
四
号
、
一

九
七
九
年
三
月
、
三
一
ペ
ー
ジ
、
以
下
「
農
産
物
価
格
形
成
」
と
略
記
〉
と
し
て

(
8〉

落
流
の
例
を
検
討
さ
れ
る
。

こ
の
「
落
流
の
例
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
簡
単
に
示
せ
ば
以
下
の

よ
う
で
あ
る
@

一
国
の
工
場
の
圧
倒
的
多
数
は
蒸
気
機
関
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
、
あ
る

少
数
が
自
然
の
落
流
に
よ
り
運
転
さ
れ
る
産
業
部
門
を
想
定
す
る
。
こ
の

産
業
部
門
の
生
産
価
格
は
、
た
と
え
ば
費
用
価
格
一

0
0
、
利
潤
率
一
五

Mm
の
場
合
、
一
一
五
で
あ
る
(
投
下
資
本
は
全
て
費
用
価
格
化
す
る
と
し

て
Y
こ
の
生
産
価
格
は
各
生
産
的
産
業
家
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
そ
の
生
産
部
面
全
体
に
お
け
る
資
本
の
平
均
的
条
件
の
下
で

規
定
さ
れ
る
商
品
の
市
場
生
産
価
格
1
一
般
的
生
産
価
格
で
あ
り
、
市
場

価
格
の
諮
動
揺
と
区
別
さ
れ
る
平
均
的
市
場
価
格
で
あ
る
@
次
に
落
流
利

用
工
場
の
費
用
価
格
は
一

0
0
で
は
な
く
九
O
で
あ
る
と
す
る
。
当
該
商

品
の
市
場
調
整
的
生
産
価
格
は
一
一
五
で
あ
る
か
ら
落
流
利
用
工
場
主
も

一
一
五
で
そ
の
商
品
を
売
る
@
落
流
利
用
工
場
の
利
潤
は
一
五
で
は
な
く

二
五
と
な
る
@
落
流
利
用
工
場
の
商
品
の
個
別
的
生
産
価
格
は
一
一
五
で



は
な
く
一

O
三
vn
で
あ
る
か
ら
、
務
流
利
用
工
場
は
一
三
万
の
平
均
利
潤

の
ほ
か
に
一
一
一
乃
の
超
過
利
潤
を
得
る
。
こ
の
超
過
利
潤
は
一
般
的
生
産

価
格
ハ
市
場
生
産
価
格
)
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
る
が
、
こ

の
超
過
利
潤
は
独
占
さ
れ
、
7
る
自
然
力
た
る
落
流
の
利
用
に
よ
る
費
用
価

格
縮
減
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
資
本
そ
れ
自
身
に
起
因
す
る
高
い
生
産
力

の
放
で
は
な
い
。
溶
流
に
所
有
者
が
あ
れ
ば
こ
の
超
過
利
潤
は
地
代
目
差

額
地
代
と
し
て
、
競
争
の
結
果
、
落
流
所
有
者
に
帰
す
る
。

(
K
E
六
五
三

l
六
五
九
)

ハ8
〉
東
弁
款
授
は
と
こ
で
検
討
き
れ
る
の
と
は
異
な
る
見
解
|
|
勿
論
「
平
均

原
理
」
的
見
解

1
4一
万
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ハ
「
地
代
と
市
場
価
値

1
lい
わ

ゆ
る
忠
治
流
の
例
』
に
つ
い
て
川
|
|
」
、
関
西
大
学
『
経
済
論
集
』
一
八
巻
三

号
、
一
九
六
八
年
八
月
)
。
そ
こ
で
一
広
さ
れ
た
見
解
は
簡
単
に
い
え
ば
、
「
落
流

の
例
」
に
お
け
る
諸
資
本
の
生
産
条
件
を
最
良
ハ
務
流
利
用
ヱ
場
〉
、
中
位
(
蒸

気
利
用
ヱ
場
〉
、
最
悪
(
蒸
気
利
用
工
場
〉
に
三
分
し
、
中
位
で
生
産
さ
れ
る
商

品
量
が
支
配
的
大
量
を
な
し
最
良
、
最
高
宿
の
両
極
は
相
殺
さ
れ
る
よ
う
な
組
合

せ
を
想
定
し
て
、
市
場
価
値
は
中
位
の
蒸
気
利
用
工
場
の
生
産
物
の
個
別
的
価

値
に
一
致
し
、
か
つ
平
均
価
値
に
一
致
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
見
解
は
そ
の
後
の
教
授
の
研
究
の
進
展
の
な
か
で
教
授
の
採
ら
な
い
左
こ

ろ
と
な
フ
た
が
、
「
平
均
原
理
」
に
よ
っ
て
把
握
す
べ
き
だ
と
す
る
態
度
は
そ

の
後
も
一
貫
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

東
井
教
授
は
「
落
流
の
例
」
に
お
け
る
市
場
生
底
価
格
、

価
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

「
こ
の
一
一
五
と
い
う
生
産
価
格
は
、

一
般
的
生
産

マ
ル
ク
ス
が
明
確
に
規
定
し
て

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

い
る
よ
、
コ
に
、
『
蒸
気
機
関
を
も
ヮ
て
生
産
さ
れ
る
同
種
商
品
の
、
落
流

に
か
か
わ
り
な
く
調
整
さ
れ
る
生
産
価
格
』
ハ
当
常

Z-E-M目・
ω・
go---〉で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
一
五
と
い
う
生
産
価
格
の
形
成
に
は
落
流
は
参

加
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
@
な
ぜ
な
ら
ば
、
落
流
の
利
用
か
ら
発
生
す
る

超
過
利
潤
!
|
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額

l
l

は
、
円
資
本
か
ら
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
資
本
に
よ
る
、
独
占
さ
れ
う

る
ー
ー
ま
た
独
占
さ
れ
て
い
る
|
|
自
然
力
の
充
用
か
ら
発
生
す
wG
』

ハ
EP-
∞・

8
?
:
:〉
が
ゆ
え
に
地
代
に
転
形
し
て
し
ま
う
の
で
、
ぞ
れ
は

利
潤
例
法
干
の
形
成
に
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
(
「
農
産
物

価
格
形
成
」
一
一
一
ペ
ー
ジ
V

そ
し
て
平
均
利
潤
は
、
平
均
化
の
過
程
に
入
る
部
分
で
形
成
さ
れ
る
こ

と
を
述
べ
た
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
ハ
K
E
一
八
三
)
に
続
け
て
「
こ
の
生
産
価

格
は
、
前
に
論
究
し
た
よ
う
に
、
・
・
:
そ
の
生
産
部
面
全
体
で
の
資
本
の

平
均
条
件
の
も
と
で
そ
の
商
品
が
平
均
的
に
要
費
す
る
費
用
価
格
に
よ
っ

て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
は
じ
つ
は
市
場
生
産
価
格
で
あ
り
、
市
場

価
格
の
諸
振
動
と
区
別
さ
れ
る
平
均
的
市
場
価
格
で
あ
る
@
商
品
の
価
値

は
、
:
・
:
社
会
的
に
必
要
な
総
分
量
を
生
み
だ
す
た
め
に
社
会
的
生
産
諸

条
件
の
所
与
の
平
均
の
も
と
で
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
、
商
品
の
価
値
の
本
性
が
み
ず
か
ら
を
表
示
す
る
の
は
、
総

じ
て
市
場
価
格
の
姿
態
に
お
い
て
で
あ
り
、
詳
し
く
い
え
ば
調
整
的
な
市

場
価
格
ま
た
は
市
場
生
産
価
格
の
姿
態
に
お
い
て
で
あ
る
」

(
K
E
六
五
三

t
四
)
と
引
用
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
平
均
説
」
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い

る
と
解
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
「
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス

一
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は
『
落
流
の
例
』
に
お
け
る
生
産
価
格
の
形
成
は
『
平
均
説
』
を
も
っ
て

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
一
五
と
い
う
生
産
価
格
が
『
蒸
気
機
関
を
も

っ
て
生
産
さ
れ
る
同
種
商
品
の
、
落
流
に
か
か
わ
り
な
く
調
整
さ
れ
る
生

産
価
格
』
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
限
界
規
定
に
も
と
づ
く
も
の
と
は
い
わ
れ

え
な
い
の
で
あ
る
」
(
「
農
産
物
価
格
形
成
」
一
コ
一
ペ
ー
ジ
〉
と
@
た
し
か
に
、

さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
そ
れ
自
体
は
、
「
平
均
説
」
を
も
っ
て
説
か
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
@
マ
ル
ク
ス
は
、
生
産
価
格
(
日
市
場
生
産
価
格
)

は
当
該
生
産
部
面
全
体
で
の
資
本
の
平
均
条
件
の
も
と
で
規
定
さ
れ
る
こ

と
、
そ
の
か
ぎ
り
で
商
品
の
価
値
を
規
定
す
る
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に

よ
っ
て
市
場
生
産
価
格
も
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
商

品
の
価
値
(
社
会
的
価
値
U
市
場
価
値
)
も
市
場
生
産
価
格
も
と
も
に
平

均
的
生
産
条
件
の
下
で
の
必
要
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
こ
れ

す
な
わ
ち
「
平
均
原
理
」
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
場
合
の
「
資
本
の
平
均
的

条
件
」
「
社
会
的
生
産
諸
条
件
の
所
与
の
平
均
」
は
例
外
的
生
産
力
の
要

因
た
る
「
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
」
を
除
外
し
た
と
こ
ろ
で
の
「
平
均
」

で
あ
る
@
教
授
自
身
、
「
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
」
だ
と
さ
れ
る
「
落
流
に
か

か
わ
り
な
く
そ
の
生
産
部
面
の
均
衡
運
動
に
よ
っ
て
、
一
一
五
と
い
う
生

産
何
格
が
っ
く
り
だ
さ
れ
た
」
(
「
農
産
物
価
格
形
成
=
ニ

t
一
四
ペ
ー
ジ
)
と

ハ
9
〉

い
う
こ
と
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
ま
い
か
@

し
か
し
教
授
は
「
落
流
に
か
か
わ
り
な
く
云
々
」
と
い
う
点
の
理
解
に

お
い
て
落
流
利
用
工
場
と
蒸
気
利
用
エ
場
と
の
割
合
こ
そ
重
要
だ
と
さ
れ

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
蒸
気
工
場
が
圧
倒
的
多
数
で
水
力
工
場
が
少
数
だ
と
い
う
想
定
に
は

一
六

重
要
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
想
定
に
し
た
が
え
ば
、
圧

倒
的
多
数
の
蒸
気
工
場
の
生
産
諸
条
件
こ
そ
が
、
こ
の
生
産
部
面
に
お
け

る
『
現
存
の
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
』
な
の
で
あ
る
。
前
に
見
た

よ
う
に
こ
の
生
産
部
面
で
の
支
配
的
な
価
値
、
す
な
わ
ち
市
場
価
値
は
、

そ
の
生
嘉
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
大
量
商
品
の
個
別
的
価
値
で
あ

る
Q

言
い
換
え
れ
ば
、
圧
倒
的
多
数
の
蒸
気
工
場
で
生
産
さ
れ
る
大
量
商

品
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
う

し
て
規
制
さ
れ
た
市
場
価
値
で
こ
の
商
品
量
が
購
入
し
う
る
ほ
ど
の
需
要

が
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
@
そ
れ
は
と
も
か
く
、
蒸

気
工
場
が
圧
倒
的
多
数
で
水
力
工
場
が
少
数
だ
と
い
う
想
定
は
重
要
な
意

味
合
い
を
も
つ
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
」
(
「
農
産
物
価
格
形

成
」
一
四
ペ
ー
ジ
、
傍
点
河
野
)

教
授
は
蒸
気
工
場
の
生
産
条
件
が
圧
倒
的
多
数
な
る
が
ゆ
え
に
、
と
の

生
産
部
両
に
お
け
る
「
現
存
の
社
会
的
、
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
な
の
だ

と
い
わ
れ
る
@
市
場
価
値
は
大
量
商
品
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
制
さ

れ
る
か
ら
で
あ
り
、
大
量
商
品
は
圧
倒
的
多
数
の
生
産
者
の
下
に
あ
る
生

産
諸
条
件
を
も
っ
て
(
こ
こ
で
は
勿
論
蒸
気
工
場
で
)
生
産
さ
れ
る
か
ら

だ
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
@
た
し
か
に
、
圧
倒
的
多
数
の
生
産
者
の
下
に

あ
る
生
産
条
件
は
一
般
的
に
は
、
す
く
な
く
と
も
近
似
的
に
、
平
均
的
な

い
し
標
準
的
生
産
条
件
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
@
し
か
し
第
一
に
、
蒸
気

利
用
工
場
が
圧
倒
的
多
数
で
落
流
利
用
工
場
が
少
数
だ
と
い
う
想
定
は
た

ん
に
現
夫
を
反
映
し
た
想
定
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う

Q

す
な
わ
ち
工
業

に
お
い
て
動
力
と
し
て
充
用
さ
れ
う
る
落
流
は
自
然
的
に
制
限
さ
れ
て
お



り
任
意
に
造
出
し
増
加
さ
せ
え
な
い
の
に
反
し
て
、
蒸
気
利
用
は
事
実
上

無
制
限
で
あ
る
。
第
二
に
、
た
し
か
に
圧
倒
的
多
数
の
蒸
気
工
場
で
生
産

さ
れ
る
商
品
量
が
大
量
を
占
め
、
蒸
気
工
場
の
生
産
す
る
商
品
が
市
場
価

値

1
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
が
、
そ
れ
は
圧
倒
的
多
数
、
大
量
な
る

が
ゆ
え
で
は
な
く
、
た
と
え
落
流
利
用
工
場
(
の
生
産
す
る
商
品
)
が
過

半
1
大
量
を
占
め
た
と
し
て
も
そ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
き
に
指
摘

し
た
よ
う
に
例
外
的
に
高
い
生
産
力
の
要
因
た
る
「
独
占
さ
れ
う
る
自
然

力
」
を
除
外
し
た
と
こ
ろ
で
「
社
会
的
、
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
は
成
立

す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
は
そ
れ
自
体
と
し

て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
競
争
に
お
い
て
多
数
を
占
め
る
も
の
(
商
品
で
あ
れ
生
産
条

件
で
あ
れ
同
じ
こ
と
)
が
主
導
的
・
規
制
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
一
般

に
当
然
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
商
品
の
社
会
的
価
値
目
市
場
価
値
あ
る

い
は
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
確
定
さ
れ
う
る
の

は
、
相
異
な
る
生
産
諸
条
件
の
下
で
生
産
さ
れ
た
諸
商
品
の
相
異
な
る
個

別
的
価
値
あ
る
い
は
個
別
的
生
産
価
格
か
ら
競
争
を
媒
介
に
一
つ
の
共
通

な
価
値
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

ハ
9
)

東
井
教
授
は
、
「
『
務
流
の
例
』
で
は
、
市
場
価
値
の
諸
規
定
と
生
産
価
格

の
形
成
と
の
二
つ
の
事
柄
が
『
市
場
生
産
価
絡
』
と
い
う
形
で
一
体
化
さ
れ
て

い
る
の
で
理
解
が
困
難
」
ハ
「
農
産
物
価
格
形
成
」
一
四
ペ
ー
ジ
〉
だ
と
い
わ
れ

る
。
だ
が
「
骨
格
流
の
例
」
に
お
い
て
は
、
諸
商
品
が
市
場
価
値
ど
お
り
に
売
ら

れ
る
場
合
に
部
門
閲
の
資
本
構
成
の
相
違
に
塞
づ
い
て
生
ず
る
利
潤
率
の
部
門

間
格
差
を
均
等
化
す
る
諸
資
本
の
部
門
間
競
争
の
結
果
成
立
す
る
一
般
的
生
産

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

属
加
格
を
前
掴
配
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
成
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
「
落
流
の
例
」
に
お
い
て
生
産
価
格
タ
l
ム
で
も
っ
ぱ
ら
論
じ
ら
れ
て

い
る
の
は
そ
れ
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
資
本
論
』
第
三

巻
三
九
章
以
下
で
本
来
的
農
業
に
お
け
る
差
額
地
代
が
考
察
さ
れ
る
場
合
も
同

様
で
あ
る
。
都
内
閣
の
競
争
に
よ
る
一
般
的
利
潤
率
、
一
般
的
生
産
価
格
の
成

立
を
前
提
し
た
う
え
で
、
同
一
部
門
内
の
藷
商
品
の
諾
個
別
的
生
産
価
格
の
ど

れ
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
か
と
い
え
ば
ハ
こ
の
点
も
じ
っ
は
地
代
論
以

前
に
解
決
済
み
で
あ
っ
て
あ
ら
た
め
て
解
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
)
、

「
落
流
の
例
」
で
は
蒸
気
利
用
工
場
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
、

本
来
的
農
業
の
場
合
に
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
「
独
占
さ
れ
う
る
自
然

カ
」
の
利
用
に
お
い
て
生
ず
る
「
土
地
経
営
の
独
占
」
の
ゆ
え
で
あ
る
.
東
井

教
授
は
「
落
流
の
例
」
は
「
市
場
価
値
の
時
間
規
定
」
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と

い
わ
れ
る
。
「
市
場
価
値
の
諸
規
定
」
と
は
加
重
平
均
規
定
、
支
配
大
量
規
定

お
よ
び
需
給
の
異
常
な
場
合
〈
教
授
の
い
う
「
異
常
な
組
合
せ
」
〉
の
市
場
価
値

の
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
「
落
流
の
例
」
は
含
ん
で

い
る
と
さ
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
は
一
般
的
市
場
価

値
規
定
制
平
均
規
定
を
前
提
し
て
生
産
価
格
の
次
元
で
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
世
帯
流
利
用
工
場
を
含
む
こ
の
生
産
部
面
の
資
本

構
成
は
社
会
的
平
均
的
な
も
の
と
前
提
さ
れ
、
他
部
門
と
の
関
係
が
捨
象
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
場
生
産
価
格
は
そ
の
形
成
の
論
理
を
市
場
価
値
と

向
じ
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
市
場
価
値
と
市
場
生
産
価
格
と
は
量
的
に
も
同

じ
で
あ
る
。
東
井
教
授
は
問
題
の
考
察
を
徒
ら
に
複
雑
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

一
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農
産
物
の
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
規
定
に
も
ど
っ
て
み
よ
う
@

最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
一
般
的
市
場
価
格
が
規
制
さ

れ
る
の
は
「
表
面
的
に
は
限
界
的
だ
が
、
実
は
限
界
的
」
で
は
な
い
こ
と

を
次
の
よ
う
に
述
ぺ
ら
れ
る
。
「
表
面
的
に
は
、
劣
等
地
の
生
産
価
格

は
、
こ
の
農
業
生
産
部
面
に
お
い
て
限
界
的
で
あ
る
。
し
か
し
劣
等
地
が

多
数
で
あ
っ
て
、
多
数
の
劣
等
地
で
『
標
準
的
な
資
本
量
』
が
形
成
さ
れ

『
生
産
者
の
大
多
数
が
こ
の
平
均
量
』
を
支
配
し
て
い
る
な
ら
ば
、
最
劣

等
地
の
穀
物
の
市
場
価
格
は
、
平
均
値
橋
に
近
似
的
と
な
り
、
限
界
的
と

は
い
え
な
く
な
る
で
め
ろ
う
」
(
「
穀
物
価
格
形
成
」
七
ペ
ー
ジ
V

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市

場
調
節
的
と
な
る
か
否
か
は
そ
の
生
産
物
が
大
量
を
占
め
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
る
、
劣
等
地
が
多
数
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
@
こ
の
よ
う
な
見
地
は
さ
き
に
検
討
し
た
「
落
流
の
例
」

に
お
け
る
市
場
生
産
価
格
の
把
握
に
お
け
る
同
じ
も
の
で
あ
る
。
教
授
の

こ
の
よ
う
な
想
定
|
|
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
想
定
せ
ざ
る
も
の
と
考
え
る

l
lー
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
事
例
に
拠
っ
て
い
る
@
す
な
わ
ち

「
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
旧
聞
闘
で
は
劣
等
地
が
多
数
で
優
等
地
が
少
数

で
あ
っ
た
の
で
あ
る

Q

し
た
が
っ
て
、
多
数
の
劣
等
地
で
円
標
準
的
な
資

本
平
均
且
一
塁
』
が
形
成
さ
れ
、
『
生
産
者
の
大
多
数
が
こ
の
平
均
且
一
旦
』
を
支

配
し
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
@
そ
れ
ゆ
え
に
、
『
現
存
の

社
会
的
に
正
常
な
生
産
諸
条
件
』
は
、
多
数
の
劣
等
地
に
見
い
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
@
し
た
が
っ
て
、
大
多
数
の
劣
等
地
で
生
産
さ
れ
る
大
量
荷
品

の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
の
で
あ
る

Q

多
数
の
劣
等
地
で

一
六
四

生
産
さ
れ
る
諸
生
産
物
の
諸
価
値
の
標
準
的
な
、
ま
た
は
支
配
的
な
価
値

が
市
場
価
値
た
り
う
る
の
で
あ
る

L
q農
産
物
価
格
形
成
」
一
七

t
一
八
ペ
ー

ジ
)

「
こ
れ
と
は
逆
に
、
マ
ル
ク
ス
が
見
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
植
民

地
じ
お
い
て
は
、
優
等
地
が
多
数
で
劣
等
地
が
少
数
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
場
合
に
は
、
『
標
準
的
な
資
本
平
均
量
』
は
多
数
の
優
等
地
で
形
成

さ
れ
、
多
数
の
優
等
地
で
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
標
準
的
な
、
ま
た
は
支

配
的
な
価
値
が
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
も
し
も
中
位
地
が
圧
倒
的
多
数
な
ら
ば
『
、
標
準
的
な
資
本
平
均

量
』
が
多
数
の
中
等
地
で
形
成
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
中
位
地
で
生
産
き
れ

る
大
量
商
品
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
の
で
あ
る
」
(
向

上
、
一
八
ペ
ー
ジ
〉

教
授
は
、
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
た
だ
緩
慢
に
不
均
等
に
農
業
を

と
ら
え
て
行
く
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
農
業
に
お
け
る
資
本
制
的
生
産

様
式
の
古
典
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
@
自
由
な

穀
物
輸
入
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
、
ま
た
は
、
そ
の
大
き
さ
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
に
そ
の
影
響
も
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
か
ぎ
り
、
劣
等
地

で
仕
事
を
す
る
生
産
者
た
ち
、
つ
ま
り
平
均
的
生
産
条
件
よ
り
も
不
利
な

条
件
で
仕
事
を
す
る
生
産
者
た
ち
が
市
場
価
格
を
決
定
す
る
。
農
業
で
充

用
さ
れ
る
、
ま
た
お
よ
そ
農
業
の
た
め
に
役
だ
っ
資
本
総
量
の
う
ち
の
大

き
な
一
部
分
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
者
た
ち
の
手
に
あ
る
の
で
あ
る
」

(
K
E
八
七
二
)
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
き
も
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な

相
周
国
で
は
劣
等
地
が
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
て
い
る
@
え



し
か
に
右
の
叙
述
は
劣
等
地
が
多
数
で
あ
っ
た
か
否
か
の
事
実
に
か
ん
し

て
は
教
授
の
と
ら
れ
る
理
解
を
い
れ
う
る
も
の
と
い
え
よ
う
@
し
か
し
劣

等
地
が
多
数
な
る
が
故
に
市
場
調
節
地
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
新
開
植
民
地
で
は
優
等
地
が
多
数
で

あ
っ
た
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
は
法
律
的
に
は
と
も
か
く
土
地
所

有
は
事
実
上
、
す
な
わ
ち
経
済
的
制
限
と
し
て
は
存
在
せ
ず
し
か
も
広
大

な
未
耕
地
(
優
等
地
を
含
む
)
を
残
し
て
い
て
土
地
(
し
た
が
っ
て
ま
た

優
等
地
)
の
有
限
性
が
現
実
化
し
て
い
な
い
(
位
置
の
問
題
を
捨
象
)
段

階
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
あ
る
優
等
地
が
経
営
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
ず
、
同
程
度
の
別
の
優
等
地
の
存
在
と
そ
の
経
営
が
排
除
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
「
土
地
経
営
の
独
占
」
は
事
実
上
存
し
な
い
の
で
あ

る
@
例
外
的
生
産
力
の
条
件
た
る
優
等
な
自
然
力
は
こ
の
場
合
、
未
だ
独

占
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
@
こ
う
し
た
事
情
の
下
で
は
農
業
も
、
マ
ル

ク
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
工
業
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
地
代
の
問
題
は
基

本
的
に
存
し
な
い
@

だ
が
土
地
生
産
物
の
価
値
規
定
に
お
い
て
は
、
教
授
が
想
定
さ
れ
る
事

態
が
現
実
的
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
問
題
な
の
は
土

地
的
条
件
(
愛
度
、
位
置
な
ど
)
は
質
・
且
一
旦
い
ず
れ
の
聞
で
も
資
本
、
労
働

に
よ
っ
て
任
意
に
創
造
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
均
等
化
な
い
し
標
準

化
さ
れ
う
べ
き
一
般
的
生
産
諸
条
件
に
属
す
る
も
の
で
な
い
、
と
い
う
点

で
あ
る
g

農
業
に
お
い
て
は
土
地
は
不
可
欠
の
生
産
条
件
で
あ
り
、
そ
の

質
の
如
何
に
拘
ら
ず
全
て
の
経
営
が
そ
れ
を
利
用
せ
ず
に
は
生
産
不
可
能

な
も
の
で
あ
る
@
そ
れ
ゆ
え
農
業
で
は
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
1
土
地
的

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

条
件
と
い
う
と
き
、
土
地
一
般
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
相
対
的
に
有
利
な

条
件
、
例
え
ば
優
等
地
の
よ
り
高
い
豊
度
を
さ
す
@
劣
等
地
と
い
え
ど
も

絶
対
的
に
は
な
に
が
し
か
の
自
然
カ
た
と
え
ば
豊
度
を
も
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
@
従
っ
て
農
業
で
は
土
地
の
属
性
に
も
と
づ
く
相
対
的
有
利
性
は

一
般
的
生
産
諸
条
件
に
は
属
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
対
的
有
利
性
が

ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
す
な
わ
ち
最
劣
等
地

l
|勿
論
、
現
実
の
、
で
は
な
く
社

会
的
需
要
に
対
応
す
る
生
産
物
量
を
供
給
す
る
耕
作
圏
内
で
の
最
劣
等
地

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

i
iに
お
け
る
諸
条
件
が
一
般
的
生
産

諸
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
諸
条
件
に
つ
い
て
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条

件
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
@
一
般
的
生
産
諸
条
件
に
お
け
る
社
会
的
標
準

的
生
産
諸
条
件
の
成
立
は
「
平
均
限
理
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で

資
本
的
条
件
(
一
般
的
生
産
諸
条
件
)
日
「
平
均
原
理
」
な
の
で
あ
る
@

だ
が
そ
れ
は
劣
等
地
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
土
地
的
条
件

1
「
限
界
原
理
」
で
あ
る
@
農
産
物
の
価
値
規
定
は
こ
れ
ら
の
統
一
に
お

い
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
@

と
こ
ろ
で
戦
前
論
争
に
お
い
て
猪
俣
津
南
雄
氏
は
「
平
均
説
」
を
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
@

八
も
ろ
も
ろ
の
個
別
的
生
産
価
格
の
平
均
的
な
大
き
さ
と
相
容
れ
な
い

よ
う
な
生
産
価
格
が
、
果
た
し
て
市
場
統
制
的
な
「
限
界
生
産
価
格
た
り

得
る
だ
ろ
う
か
@
全
耕
地
六
百
万
町
歩
か
ら
取
れ
る
六
百
万
石
の
米
の
う

ち
、
そ
の
千
分
の
一
と
い
う
僅
少
部
分
の
六
千
石
は
、
全
耕
地
の
千
分
の

二
足
ら
ず
の
一
万
町
歩
と
い
う
僅
少
部
分
の
最
劣
等
地
、
「
限
界
耕
地
」

で
生
産
さ
れ
、
そ
れ
の
石
当
た
り
生
産
価
格
三
二
円
が
「
限
界
生
産
価

二
ハ
五
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格
」
即
ち
最
高
生
産
価
格
で
あ
る
時
に
、
残
余
の
圧
倒
的
に
大
な
る
部
分

を
代
表
す
る
五
九
九
万
町
歩
か
ら
取
れ
る
五
九
九
万
四
千
石
の
石
当
り
平

均
生
産
価
格
は
三
二
円
で
は
な
く
一
二

O
円
に
過
ぎ
な
く
て
も
な
お
、
か
の

「
限
界
」
生
産
価
格
三
二
円
が
市
場
統
制
的
で
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
?
・
.

:
・
こ
れ
ら
の
「
限
界
」
資
本
家
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
部
門
に
お
け

る
圧
倒
的
多
数
と
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
い
か
に
も
が
い
て
も
他
の
恵
ま
れ

た
大
多
数
の
同
僚
と
の
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
、
自
己
の
高
価
な
生
産
価
格

を
し
て
市
場
を
支
配
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
限
界
」
資
本
家
た
ち

が
自
己
の
生
産
価
格
を
し
て
市
場
を
支
配
さ
せ
る
ほ
ど
に
圧
倒
的
多
数
を

占
め
る
に
至
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
の
「
限
界
」
生
産
価
格
が
す

で
に
自
己
の
生
産
部
門
の
平
均
生
産
価
格
|
1
す
な
わ
ち
市
場
統
制
的
な

生
産
価
格
|
|
に
接
近
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

V
(「
設
が
マ
ル
ク
ス
を
矛

盾
さ
せ
た
か
」
『
中
央
公
論
』
一
九
三
O
年
二
月
号
、
九
t
一
一
ペ
ー
ジ
)

つ
ま
り
猪
俣
氏
に
よ
れ
ば
「
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
の
『
最
劣
等
地
』
は

常
に
全
耕
地
の
大
半
を
占
め
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は

「
ほ
ぼ
平
均
的
な
生
産
条
件
」
を
も
っ
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て

い
る
(
同
上
一
一

0
ペ
ー
ジ

V
換
言
す
れ
ば
、
「
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
最

劣
等
の
土
地
の
生
産
物
が
全
供
給
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
時
に
の
み
、

そ
れ
の
生
産
価
格
は
市
場
統
制
的
で
あ
り
う
る
」
と
み
ら
れ
て
い
る
(
同

上
二
三
ペ
ー
ジ
〉
。

こ
の
よ
う
な
猪
俣
氏
の
「
平
均
説
」
は
白
杉
庄
一
郎
氏
に
よ
り
、
理
論

と
現
実
の
事
実
と
の
混
同
に
も
と
づ
く
謬
論
と
し
て
批
判
さ
れ
た
(
白
杉

著
『
独
占
理
論
と
地
代
法
則
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一
一
房
、
一
九
六
三
年
、
第
一
章
)
。
東
井

一
六
六

教
授
の
「
平
均
説
」
的
把
握
は
右
の
猪
俣
説
を
再
生
産
す
る
も
の
と
い
え

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

囲

む
す
び

馬
場
・
東
井
両
教
授
に
よ
る
農
産
物
価
値
規
定
の
「
平
均
原
理
」
的
把

握
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
論
拠
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
に
誤
り
で

あ
る
こ
と
は
以
上
の
検
討
に
よ
り
不
十
分
な
が
ら
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た

も
の
と
考
え
る
。
馬
場
教
授
は
土
地
的
条
件
と
非
土
地
的
条
件
(
資
本
的

条
件
)
と
を
事
実
上
区
別
さ
れ
ず
等
し
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
、
工
業

に
お
い
て
平
均
的
な
い
し
標
準
的
生
産
条
件
を
い
う
の
と
同
じ
意
味
で
、

土
地
に
つ
い
て
も
平
均
的
土
地
部
類
を
い
い
、
そ
こ
で
の
必
要
労
働
に
よ

っ
て
農
産
物
の
価
値
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う

Q

そ
し
て
最
劣
等
地
に
投
下

さ
れ
た
資
本
も
平
均
利
潤
を
入
手
し
う
る
の
は
最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地

と
な
る
か
ら
で
は
な
く
、
農
業
に
お
け
る
資
本
構
成
の
低
位
性
(
絶
対
地

代
の
成
立
条
件
)
ゆ
え
で
あ
る
と
し
て
二
重
に
誤
り
を
お
か
さ
れ
る

Q

東

井
教
授
は
最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
最
劣
等

地
の
多
数
と
い
う
条
件
を
つ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
最
劣
等
地
で
生
産
さ

れ
る
生
産
物
が
大
量
を
占
め
る
場
合
に
そ
れ
は
市
場
規
制
的
と
な
る
の

だ
、
と
。
こ
う
し
た
想
定
は
土
地
的
条
件
を
非
土
地
的
条
件
か
ら
事
実
上
、

区
別
し
な
い
議
論
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
平

均
説
」
的
把
握
の
誤
ま
り
は
土
地
的
条
件
す
な
わ
ち
投
下
資
本
の
よ
り
高

い
生
産
力
の
一
条
件
と
し
て
の
「
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
」
が
市
場
価
値

を
規
定
す
る
諸
条
件
に
属
さ
な
い
と
い
う
点
を
正
し
く
評
価
し
て
い
な
い



こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
@

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
最
劣
等
地
の
平
均
資

本
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
と
述
べ

る
だ
け
で
、
何
故
そ
う
で
あ
る
か
あ
ら
た
め
て
説
明
し
て
は
い
な
い
。
す

な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
は
農
産
物
の
価
値
規
定
に
つ
い
て
は
自
明
の
こ
と
と
し

て
地
代
の
考
察
を
す
す
め
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
さ
い
に
お
か
れ
た
理
論

的
諸
前
提
の
う
ち
に
農
産
物
価
値
規
定
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
Q

そ
こ
で
、
く
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
前
提
を
街
単
に
整
理
検

討
し
て
小
論
の
む
す
び
に
代
え
る
と
と
に
す
る
。

ま
ず
第
一
に
「
理
想
的
平
均
」
に
お
け
る
資
本
制
生
産
の
想
定
の
下
に

お
い
て
は
農
業
に
お
い
て
も
成
熟
し
た
資
本
側
生
産
の
諸
条
件
(
自
由
競

争
、
部
門
聞
の
自
由
な
移
動
、
生
産
の
調
節
器
た
る
平
均
利
潤
・
生
産
価

格
)
が
存
在
す
る
こ
と
@
し
た
が
っ
て
農
業
は
資
本
投
下
の
一
部
面
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
か
ぎ
り
で
農
工
院
に
差
別
は
な
い
こ
と
。

(
K
E
六
二
七
〉

第
二
に
、
右
の
よ
う
な
農
業
に
資
本
が
投
下
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
同

等
面
積
の
相
異
な
る
諸
土
地
へ
の
同
等
の
資
本
(
こ
の
部
門
の
標
準
資
本

で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
平
均
資
本
で
あ
る
)
が
投
下
さ
れ
る
こ
と
@

資
本
そ
れ
自
身
に
起
因
す
る
超
過
利
潤
は
解
明
済
み
で
あ
り
「
問
題
が
地

代
で
あ
っ
て
超
過
利
潤
一
般
で
は
な
い
」

(
K
E
六
六
二
〉
ゆ
え
で
あ
る
@

以
よ
二
つ
の
前
提
に
よ
っ
て
農
産
物
の
市
場
価
格
は
生
産
価
格
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
絶
対
地
代
が
捨
象
さ
れ
た
差
額
地
代
論
の

段
階
で
は
農
業
資
本
の
平
均
構
成
が
社
会
的
平
均
構
成
つ
ま
り
工
業
の
平

均
的
な
資
本
構
成
に
比
し
て
低
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
外
で
あ

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

り
、
差
額
地
代
法
則
の
純
粋
な
把
握
を
容
易
に
す
る
た
め
に
捨
象
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
農
業
部
門
の
資
本
構
成
は
社
会
的
平
均
構
成
に
等
し
い

と
い
う
想
定
の
下
で
差
額
地
代
が
考
察
さ
れ
る
@
ま
た
相
異
な
る
諸
土
地

に
投
下
さ
れ
る
資
本
は
同
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
し
て
い
る
の
は
、

諸
資
本
が
採
用
し
充
用
す
る
生
産
諸
条
件
(
資
本
が
自
由
に
し
う
る
か
ぎ

り
で
の
、
つ
ま
り
自
由
に
創
造
し
あ
る
い
は
自
由
に
利
用
し
う
る
か
ぎ
り

で
の
生
産
諸
条
件
)
が
同
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
与
え
ら
れ

た
生
産
条
件
の
も
と
で
標
準
的
と
み
な
さ
れ
る
一
定
の
資
本
が
充
用
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
」
ハ
K
E
七
一
八
〉
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
資
本
的
条
件
に
お
い
て
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
る
@

第
三
に
土
地
は
豊
度
、
位
置
に
お
い
て
不
等
で
あ
り
か
っ
そ
の
面
積
に

お
い
て
有
限
で
あ
る
こ
と
。
有
限
な
る
故
に
土
地
の
独
占
を
生
ず
る
|
|

経
営
対
象
と
し
て
は
レ

l
ニ
ン
の
い
う
「
土
地
経
営
臼
の
独
占
」
を
、
所
有

の
対
象
と
し
て
は
土
地
所
有
ハ
土
地
私
有
)
の
独
占
を
生
ず
る

Q

資
本
が

自
由
に
創
造
・
採
用
し
え
な
い
不
等
な
、
有
限
ゆ
え
に
独
占
さ
れ
、
コ
る
自

然
的
生
産
条
件
は
「
問
題
の
生
産
部
面
の
一
般
的
な
諸
条
件
に
は
属
し
な

い
し
、
ま
た
、
一
般
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
の
で
き
る
そ
の
生
産
部
面
の

諸
条
件
に
は
属
し
な
い
」
ハ
前
出
〉
の
で
あ
る
か
ら
、
独
占
さ
れ
う
る
自
然

力
は
社
会
的
価
値
目
市
場
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
社
会
的
必
要
労
働

時
間
の
客
体
的
婆
件
た
る
「
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
の
構
成
要
因

と
な
ら
な
い
@
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
は
つ
く
り
だ
す
こ
と
の
で
き

る
一
般
的
生
産
諸
条
件
に
か
ん
し
て
競
争
を
媒
介
に
成
立
す
る
も
の
で
あ

る
@
差
額
地
代
に
か
ん
し
て
は
独
占
さ
れ
う
る
自
然
カ
は
豊
度
及
び
位
置

一
六
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
四
号
(
一
九
八
五
年
)

の
優
等
な
る
土
地
の
属
性
と
し
て
現
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
優
等
地
の
土
地

的
条
件
は
こ
の
部
面
(
農
業
)
の
「
一
般
的
な
諸
条
件
に
は
属
さ
な
い
」
の

で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
徐
外
し
た
土
地
的
条
件
が
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
る
最

劣
等
地
に
お
け
る
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
下
で
必
要
な
労
働
時
間

に
よ
っ
て
こ
の
部
商
の
生
産
物
の
市
場
価
値
・
市
場
生
産
価
格
が
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
(
こ
の
よ
う
な
市
場
価
値
・
市
場
生
産
価
格
の
決

定
に
つ
い
て
は
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
八
章
「
差
額
地
代
総
論
」
に
お
け
る
落

流
の
例
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
九
章
「
差
額
地
代
第
一
形
態
」
以
下
で
は

こ
う
し
た
価
格
決
定
を
前
提
に
考
察
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
)

第
凪
に
、
こ
こ
で
も
工
業
と
同
様
に
商
品
U
農
産
物
の
需
給
が
一
致
し

て
い
る
こ
と
@
需
給
一
致
の
前
提
は
現
象
を
「
需
要
供
給
の
運
動
に
よ
っ

て
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
外
観
に
か
か
わ
り
な
く
」
、
「
そ
の
合
法
則
的
な
姿
、

そ
の
概
念
に
一
致
す
る
姿
で
考
察
す
る
た
め
で
あ
る
」
ハ
K
E
一
九
九
)
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
前
提
の
下
で
は
「
総
産
物
の
増
大
に
総
需

要
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
」
ハ
X
E
六
七
O
U
の
で
あ
る
が
、
こ
の
前
提

は
「
新
た
な
土
地
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
る
供
給
は
、
追
加
需
要
に
等
し

い
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
需
要
供
給
関
係
に
は
な
ん
の
変
動
も
ひ
き

起
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
供
給
が
よ
り
安
い
費
用
で
補
充
さ
れ
え
な
い

場
合
に
だ
け
、
市
場
価
値
の
変
動
を
ひ
き
起
す
」
(
百

E
二
七
二
)
と
い
う

こ
と
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
こ

の
よ
う
な
需
給
一
致
を
最
劣
等
地
が
市
場
調
節
地
た
る
こ
と
の
条
件
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
@
(
百

E
二
七
二
・
二
八
九
参
照
〉

以
よ
の
よ
う
に
差
額
地
代
の
表
I
の
諸
前
提
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

一
六
八

よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
農
産
物
の
価
格
が
最
劣
等
地
日
限
界
地

に
お
け
る
平
均
資
本
な
い
し
標
準
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
地
代
理
論
の
研
究
と

論
争
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原
理
」

ξ
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の

は
右
の
よ
う
な
事
態
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
@
し
か
し
こ
こ
で
み
て
き

た
よ
う
に
「
限
界
原
理
」
一
般
が
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
そ
れ
は
土
地
的

条
件
に
か
ん
し
て
の
み
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
確
に
は
「
土

地
的
条
件
目
限
界
原
理
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
非
土
地
的
条
件

(
資
本
的
条
件
)
に
か
ん
し
て
は
「
平
均
原
理
」
が
貫
徹
し
て
社
会
的
標

準
的
で
あ
る
@
以
上
の
事
態
を
正
し
く
表
現
す
る
な
ら
「
資
本
的
条
件

1

平
均
原
理
、
土
地
的
条
件
限
界
原
理
」
で
あ
ろ
う
(
井
よ
周
八
『
地
代
の

理
論
』
理
論
社
、
一
九
六
三
年
二
月
、
第
一
篇
第
四
章
参
照
ゴ
農
産
物

価
格
(
価
値
)
の
か
か
る
規
定
に
対
し
て
周
知
の
よ
う
に
山
田
勝
次
郎
氏

や
向
坂
逸
郎
氏
は
価
値
法
則
の
偏
侍
と
し
て
理
解
し
た
が
、
工
業
に
は
存

し
な
い
条
件
の
ゆ
え
に
も
つ
独
自
牲
を
表
現
す
る
た
め
で
あ
る
に
し
て
も

適
切
と
は
い
い
が
た
く
、
農
業
日
土
地
生
産
部
面
に
お
け
る
価
値
法
則
の

独
自
の
貫
徹
様
式
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
@

差
額
地
代
論
で
は
マ
ル
ク
ス
は
農
産
物
の
価
格
は
生
産
価
格
に
よ
っ

て
、
し
た
が
っ
て
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

も
の
と
し
て
い
る
が
、
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
を
そ
れ
ぞ
れ
市
場

価
値
、
個
別
的
価
値
に
置
き
代
え
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
@
こ
こ
で
は
絶

対
地
代
は
捨
象
さ
れ
て
差
額
地
代
の
み
が
独
立
に
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
絶
対
地
代
の
可
能
性
・
根
拠
と
し
て
の
農
ヱ
捕
の
資
本



構
成
の
相
違
(
農
業
の
資
本
構
成
の
低
位
性
)
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
生
産

価
格
を
超
え
る
価
値
・
剰
余
価
値

1
利
溜
部
分
の
土
地
所
有
の
介
入
に
よ

る
控
除

1
横
奪
り
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
@

生
産
価
格
を
価
値
と
置
き
代
え
て
も
同
じ
だ
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
工
聞
の
資
本
構
成
の
相
違
の
捨
象
の
あ
と
に
残

る
の
は
、
資
本
と
し
て
は
農
業
資
本
は
工
業
資
本
と
区
別
さ
れ
ず
、
た
だ

そ
の
資
本
価
値
が
転
態
さ
れ
る
資
本
諸
要
素
と
そ
の
生
産
物
に
よ
っ
て
区

別
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
区
別
は
非
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
農
業
に
投
下
さ
れ
る
資
本
は
工
業
の
資
本
と
同
等

の
も
の
で
あ
り
、
工
業
の
平
均
資
本
が
農
業
に
投
下
さ
れ
る
と
い
う
前
提

に
立
っ
て
い
る
@
工
業
の
平
均
資
本
つ
ま
り
社
会
的
平
均
構
成
を
も
っ
資

本
の
生
産
物
の
生
産
価
格
は
価
値

1
市
場
価
値
に
一
致
し
、
そ
の
市
場
価

値
に
含
ま
れ
る
剰
余
価
値
は
生
産
価
格
に
含
ま
れ
る
平
均
利
潤
に
等
し

い
@
価
値
(
市
場
価
値
)
と
生
産
価
格
(
市
場
生
産
価
格
)
は
抽
象
度
を

つ
ま
り
論
理
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
一
定
の
限
定
の
下
で
は

同
等
に
取
扱
い
う
る
@
「
生
産
価
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
面
で
規
制
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
特
殊
な
事
情
に
応
じ
て
も
規
制
さ
れ
て
い
る
@
し
か
し
、

生
産
価
格
そ
の
も
の
が
ま
た
、
日
々
の
市
場
価
格
が
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
運

動
し
一
定
の
期
間
に
そ
れ
に
平
均
化
さ
れ
る
中
心
な
の
で
あ
る
」
ハ
K
E
一

八
八
1
一
八
九
、
傍
点
河
野
〉
か
ら
、
部
門
聞
の
関
係
を
前
提
し
つ
つ
捨
象

し
て
個
別
的
生
産
価
格
か
ら
の
市
場
生
産
価
格
の
形
成
を
問
題
に
す
る
か

ぎ
り
で
は
個
別
的
価
値
か
ら
の
市
場
価
値
の
形
成
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ

る
@
そ
れ
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
明
資
本
論
』
第
三
巻
第
一

O
章
で
こ
う
い

農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て

う
の
で
あ
る
@
「
こ
こ
で
市
場
価
値
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、
市
場
価

値
に
代
わ
っ
て
生
産
価
格
が
現
わ
れ
れ
ば
、
生
産
価
格
に
つ
い
て
も
言
え

る
」
ハ
K
E
}
八
八
)
、
「
こ
れ
ハ
市
場
価
値
|
|
河
野
〉
に
つ
い
て
述
べ
た
す

べ
て
の
こ
と
は
、
必
要
な
限
定
を
加
え
れ
ば
、
生
産
価
格
に
も
あ
て
は
ま

(

叩

)

る」

(
K
E
二
O
八
t
ニ
O
九
〉
と
@

ハ
叩
〉
以
上
の
よ
う
に
、
『
資
本
論
』
の
差
額
地
代
論
に
お
け
る
農
産
物
価
格
の
生

出
血
価
格
に
よ
る
規
定
を
市
場
価
値
に
よ
る
規
定
と
し
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
こ

と
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
も
っ
ぱ
ら
生
産
価
格
タ
I
ム
で
叙
述
し

て
い
る
差
額
地
代
論
に
お
い
て
「
差
額
地
代
一
般
に
つ
い
て
吾
一
回
っ
て
お
き
た
い

の
は
:
:
・
」
ハ
K
E
六
三
七
〉
以
下
の
叙
述
中
、
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
に
論

及
す
る
と
こ
ろ
で
価
値
タ
i
ム
が
併
用
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
を
「
ウ
ッ
カ
リ
・
:

:
価
値
を
も
ち
だ
し
た
た
め
に
、
こ
の
錯
誤
が
次
の
錯
誤
を
生
ん
で
つ
い
に
ズ

ル
ズ
ル
と
価
値
の
問
題
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
:
:
・
市

場
価
値
を
こ
こ
に
も
ち
こ
み
た
か
っ
た
た
め
ム
リ
を
承
知
で
す
り
か
え
を
お
こ

な
っ
た
の
で
あ
る
う
か
。
」
「
生
産
価
格
で
論

a

す
べ
き
も
の
を
価
値
で
論
ず
る
と

い
う
混
同
を
お
か
し
て
い
る
。
」
(
日
高
普
『
地
代
論
研
究
』
時
潮
社
、
一
九
六

二
年
一

O
月
、
一
一
六

t
七
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
理
解
H
批
判
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で

あ
ろ
う
。
佐
藤
秀
夫
氏
は
右
の
批
判
を
正
当
と
さ
れ
マ
ル
ク
ス
差
額
地
代
論
に

お
け
る
生
産
価
格
タ
i
ム
と
価
値
タ
l
ム
の
併
存
を
問
題
祝
さ
れ
て
い
る
が
、

何
ら
問
題
で
な
い
こ
と
は
以
上
に
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
と
恩
わ

れ
る
。
(
佐
藤
秀
夫
「
世
界
市
場
に
お
け
る
地
代
論
の
展
開
(
上
ど
岩
手
大

『
ア
ル
テ
ス
リ
ベ
ラ
レ
ス
』
第
三
三
号
、
一
九
八
三
年
十
一
月
、
一
玄
九
1

二

ハ

一

ペ

ー

ジ

参

照

〉

(

一

九

八

四

・

十

二

・

七

)

一
六
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
人
巻
四
号
(
一
九
入
五
年
〉

〈
付
記
〉
小
論
の
校
正
中
に
東
井
正
美
教
授
の
新
稿
「
穀
物
の
生
産
価
格

の
決
定
法
則

1
1
『
平
均
原
理
』
か
『
限
界
原
理
』
か
|
|
」
(
『
経
済
学

雑
誌
』
第
八
五
巻
四
号
、
一
九
八
四
年
十
一
月
)
に
ふ
れ
る
機
会
を
え
た

が
、
改
稿
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
@
小
論
に
お
け
る
二
点
の
検
討
は
右
の

研
究
会
報
告

一
九
八
四
年
度
第
一
回
研
究
会
(
五
月
一
八
日
)

テ
ー
マ

茶
の
会
計
史

報
告
者

茂
木
虎
雄

(
報
告
内
容
は
、
本
誌
第
一
一
一
七
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
茂
木
教
授
の
論
文
「
茶
の
会
計
史
」
を
参
照
し
て
下
さ
い
〉

一
七

O

新
稿
に
対
し
て
も
基
本
的
に
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。
な
お
残
さ
れ
た

論
点
や
小
論
の
不
十
分
さ
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

(
一
九
八
五
・
二
・
九
)




